
－ 213 － 

＋ 

平成１９年第５回糸魚川市議会定例会会議録 第４号 

 

平成１９年１２月１１日（火曜日） 

 

議事日程第４号 

 

平成１９年１２月１１日（火曜日） 

〈午前１０時００分 開議〉 

 

 日程第１  会議録署名議員の指名 

 日程第２  一 般 質 問 

 

本 日 の 会 議 に 付 し た 事 件 

 

 日程第１  会議録署名議員の指名 

 日程第２  一 般 質 問 

 

 

 〈応招議員〉 ２９名 

 

 〈出席議員〉 ２９名 

 

  １番   甲  村     聰  君     ２番   保  坂     悟  君 

  ３番   笠  原  幸  江  君     ４番   渡  辺  重  雄  君 

  ５番   中  村     実  君     ７番   平  野  久  樹  君 

  ８番   田  原     実  君     ９番   五 十 嵐  哲  夫  君 

 １０番   五 十 嵐  健 一 郎  君    １１番   保  坂  良  一  君 

 １２番   髙  澤     公  君    １３番   倉  又     稔  君 

 １４番   久 保 田  長  門  君    １５番   大  滝     豊  君 

 １６番   斉  藤  伸  一  君    １７番   伊  藤  文  博  君 

 １８番   伊 井 澤  一  郎  君    １９番   鈴  木  勢  子  君 

 ２０番   猪  又  好  郎  君    ２１番   古  畑  浩  一  君 

 ２２番   山  田     悟  君    ２３番   池  亀  宇 太 郎  君 

 ２４番   大  矢     弘  君    ２５番   松  尾  徹  郎  君 

 ２６番   畑  野  久  一  君    ２７番   野  本  信  行  君 

 ２８番   関  原  一  郎  君    ２９番   新  保  峰  孝  君 

 ３０番   松  田     昇  君 

 



 

－ 214 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

 〈欠席議員〉  ０名 

 

 〈説明のため出席した者の職氏名〉 

 

市 長 米 田    徹 君  副 市 長 栗 林  雅 博 君 

収 入 役 倉 又  孝 好 君  総 務 企 画 部 長 本 間  政 一 君 

市 民 生 活 部 長 小 林  清 吾 君  建 設 産 業 部 長 渡 辺  和 夫 君 

総 務 課 長 田 村  邦 夫 君  
総務企画部次長 
企 画 財 政 課 長 

織 田  義 夫 君 

能 生 事 務 所 長 小 林    忠 君  青 海 事 務 所 長 山 崎  利 行 君 

市 民 課 長 金 平  美 鈴 君  福 祉 事 務 所 長 小 掠  裕 樹 君 

市民生活部次長 
健 康 増 進 課 長 

荻 野    修 君 
 
商 工 観 光 課 長 田 鹿  茂 樹 君 

農 林 水 産 課 長 早 水    隆 君  
建設産業部次長 
建 設 課 長 

神 喰  重 信 君 

新幹線推進課長 岡 田  正 雄 君  ガ ス 水 道 局 長 細 井  建 治 君 

消 防 長 吉 岡  隆 行 君  教 育 長 小 松  敏 彦 君 

教育委員会教育総務課長 黒 坂  系 夫 君  教育委員会学校教育課長 月 岡  茂 久 君 

教育委員会教育次長 
生 涯 学 習 課 長 
中央公民館長兼務 
市民図書館長兼務 
勤労青少年ホーム館長兼務 

山 岸  洋 一 君  
教育委員会文化振興課長 
歴史民俗資料館長兼務 
長者ケ原考古館長兼務 

山 岸  欽 也 君 

監査委員事務局長 七 沢  正 明 君    

 

 〈事務局出席職員〉 

 

局 長 斉 藤  隆 嗣 君  副 参 事 猪 又    功 君 

主 査 松 木    靖 君    

 

 

 

 

〈午前１０時００分 開議〉 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

おはようございます。 

これより本日の会議を開きます。 

欠席通告議員はありません。 

定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 
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日程第１．会議録署名議員の指名 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員には、２番、保坂 悟議員、２４番、大矢 弘議員を指名いたします。 

 

日程第２．一 般 質 問 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

日程第２、一般質問を行います。 

１０日に引き続き、通告順に発言を許します。 

松田 昇議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

松田議員。 〔３０番 松田 昇君登壇〕 

○３０番（松田 昇君） 

おはようございます。 

市民ネット２１の松田 昇です。 

事前に提出いたしました発言通告書に基づきまして、４点について市長及び教育長のお考えを伺

います。 

一般質問も３日目となり、大変お疲れのことと存じますが、しばらくの間、おつき合いをお願い

します。以下、具体的に申し上げます。 

１、姫川病院の債権者の支援について。 

(1) 市は債権者の実態把握をどのようにされているのか伺います。 

(2) 市長は組合債権者の支援については「お気の毒であり、検討したが難しい」としています

が、どのように認識されているのか伺います。 

(3) 今後は相談に来られたときには検討したいとしていますが、具体的な対応について伺いま

す。 

２、地域医療について。 

(1) 姫川病院の跡地利用については「老人保健施設や医療施設として生かしていきたい」とし

ていたが、「医師確保や利用見込みから現状では難しい」と述べられていますが、今後の対

応について伺います。 

(2) 糸魚川地域医療体制整備推進会議報告書（案）が提出されているが、地域医療をより一層

充実させるための手段や方法について明確な提示が必要と考えますが、今後の対応について

伺います。 

(3) 閉院した姫川病院を主に利用されていた、姫川郷や青海地域の医療体制の確保について伺

います。 

３、高齢化が進んでいる集落への取り組みについて。 
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(1) 高齢化が進んでいる集落について、実態調査した上で全体の課題、問題点を把握して、今

後の取り組みについて検討したいとのことでありましたが、現状について伺います。 

最後に、食育について。 

(1) 保育園・幼稚園、教育関係のこれまでの取り組みと、関係する他課との連携について伺い

ます。 

(2) 保育園・幼稚園、教育関係の現状の課題及び今後の取り組みについて伺います。 

以上で、１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

おはようございます。 

松田議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の姫川病院の債権者の支援についての１点目と２点目でありますが、姫川病院の債権に関

しましては、現在、破産管財人により破産手続が行われているところであり、市といたしましては

債権の内容を把握したり債権者の支援について、現段階では申し上げる立場ではないと考えており

ますので、ご理解をいただきたいと思います。 

３点目につきましては、消費者相談の窓口として必要に応じて新潟県消費生活センターなど、消

費者行政関係機関や弁護士の紹介などで対応してまいります。 

２番目の地域医療についての１点目、姫川病院の跡地利用につきましては、破産管財人による処

理が終わってないことや、医師確保の見込み、老人保健施設とする場合の改修費など多角的に検討

を行う必要があることから、現段階では方向性を出すに至っておりません。 

２点目につきましては、糸魚川地域医療体制整備推進会議の報告書の提言を踏まえ、今後、市と

いたしまして地域医療体制整備の方針を定めることといたしておりますが、２０年度から実現可能

なものにつきましては、必要な予算措置をしてまいります。 

３点目の姫川流域や青海地域の医療体制の確保についてでありますが、市といたしましては、へ

き地診療所の維持やバス路線の見直しなどにより、市民の受診機会の確保に努めてまいります。 

３番目の高齢化が進んでいる集落につきましては、市内１７１の自治会等のうち６５歳以上の人

口が４５％以上を占める５０地区を調査対象といたしまして、９月末から１１月にかけて職員が各

地区に出向き、区長さん等から聞き取り調査を行っております。 

調査結果につきましては現在取りまとめ中でありますが、共通の課題といたしまして買い物や病

院などへの交通確保の問題、冬季間の除雪への対応、急病や負傷などの緊急時の対応に不安をお持

ちであります。今後は課題を把握した上で、必要な施策を探ってまいります。 

４番目の食育のご質問につきましては、この後、教育長から答弁いたしますので、よろしくお願

い申し上げます。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

小松教育長。 〔教育長 小松敏彦君登壇〕 

○教育長（小松敏彦君） 

それでは、４番目の食育についてのご質問にお答えさせていただきます。 

１点目のこれまでの取り組みにつきましては、保育園、幼稚園では食育年間計画を作成し、それ

に沿った取り組みを進めているところであります。 

小中学校では、昨年度から市の学校教育の大綱に食に関する指導を掲げ、各学校は自校の実態に

応じてさまざまな取り組みを行っているところであります。今年度は小学校の２校を食育推進モデ

ル校に指定し、実践を通して明らかになった成果や課題を市内全小中学校に周知し、各学校の食育

推進に生かせるように考えております。 

庁内の連携につきましては、関係部署で庁内栄養士連絡会議を行っているほか、食育を中心とし

た健康教育も実施をしております。また、関係課が連携して、学校給食の地産地消拡大に向けた協

議を進めているところでもあります。 

２点目の課題でありますが、食育は園児や児童生徒に望ましい食習慣等を身につけさせることが

重要でありますので、家庭との連携のあり方が今後の課題と考えております。 

今後の取り組みにつきましては、保育園、幼稚園では引き続き計画に基づいて、各年齢に応じた

食育を進めながら、必要に応じて計画の見直しも行ってまいります。 

小中学校では来年度も食育推進モデル校を指定し、本年度の課題を踏まえながら実践研究を予定

しており、２１年度以降には、すべての学校で着実に食育推進ができるよう準備を進めてまいりた

いと考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

松田議員。 

○３０番（松田 昇君） 

１回目の答弁で、市長の方からも姫川病院の関係では管財人がいて、要は答える立場ではないと

いうことなんですが、姫川病院の債権者の動向についてはテレビ放映、並びに新聞報道等では大き

く問題提起がされています。そしてこの間、地域医療の対応として、シンポジウムや超党派の国会

議員が糸魚川市の実態を視察するなど、全国的に注目をされています。このように関係者が深刻に

受けとめ、本当に悲痛な叫びを発していますが、行政は民事不介入を盾に会場使用料の減免のみで、

特別考慮する行動を行っていません。 

冒頭申し上げましたように、お気の毒であり、検討したが難しいと述べられていますが、本当に

現実は厳しいものがあります。 

ご案内のとおり３４１名、約１２億円に及び、中には５,０００万円を超えている２名の方がお

いでになる。それも高齢者が汗水流して働いてきた貴重な財産を、地域のためにいい病院が欲しい、

いずれ自分も世話になるのだからとの思いを一瞬にして失ったというこの現実をどう対処すべきか。

今、私は行政が問われているというように思います。困っている市民が、それも高齢者がいるのに

何もできない。これでいいのか、こんな思いがするんですが、いかがですか。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

１回目の答弁でお答えいたしましたように、現在、破産管財人による破産手続が行われている最

中でございますので、私といたしましては今ほどの答弁のとおり、現在の段階では申し上げる立場

ではないのではないかととらえているわけでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

松田議員。 

○３０番（松田 昇君） 

本当に３４１人の方々が困っているんです。多くの組合債権者の方は、市がついてるから心配が

ない。理事の議員をはじめ有力者の勧めが多かった。病院だから破産する心配がないと言われ、地

域の濃密な人間関係で購入された方が多いわけですが、今はその人間関係で多くの高齢者が泣き寝

入りをしているんです。行政は債権者からの申し入れや陳情、そして相談についてどのように対応

されてきたのか伺います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小林市民生活部長。 〔市民生活部長 小林清吾君登壇〕 

○市民生活部長（小林清吾君） 

お答えいたします。 

債権者と言いましょうか、組合債購入者の方々のご相談ということで限定させていただきますけ

ども、まずその前に、今回の姫川病院の組合債購入者の方につきましては、市長が申し上げました

ように、市といたしましては、現在支援ということではなかなか難しいということで、るる検討さ

せていただきましたけども、今現段階ではそういう状況でございます。 

あともう１点、ちょっと整理しておきたいと思いますのが、やはり医療問題と組合債購入者の

方々の問題というのは、やはり別個なのかなと。そもそもが姫川病院ということの発端は同じであ

ったとしても、地域医療の確保というのと組合債の問題というのは、やはり分けて考えるべきでは

ないかと私は思っております。 

その上で、これまで組合債を購入された方々から、何人かの方から６月以降、ご相談を受けてお

りますけれども、やはり市として組合債、これはあくまで個人の方の債権債務の問題でございます

ので、それについて市の方で介入するというのは、いかがなものかなと。 

先ほど議員も言われましたけれども、いわゆる民事の部分に行政がどういう形で関与していける

のか、現に、きょうの新聞報道によりますと損害賠償請求の訴訟を起こすと、高田地裁の方に申し

出るというような新聞報道もございます。 

そういった中で、やはり先ほど市長がお答えしましたとおり、行政といたしましては現段階では、

まだ支援を含めまして、やはり難しいのではないだろうかというのが現状でございます。 
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以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

松田議員。 

○３０番（松田 昇君） 

部長、私も組合債と地域医療を別にして考えています。２番目について、地域医療ということで

言ってますので、１番目は組合債についてどうなんだろうということで、質問をさせていただいて

おります。 

私はいろんな方に聞き取り調査をさせていただきました。今回、２名の方の聞き取り調査につい

て申し上げますが、８７歳の男性Ｙさんの場合。 

老後のため、地域のためと思って債権を求めたのに、こんなことになって心配しています。６月

６日の新聞を見て、姫川病院にすぐ電話をしましたが、はっきりした返事はありませんでした。

８０歳を超えた二人暮らしですが、職員からのチラシと話を信じ、平成１６年と１８年の２回、合

計２５０万円の債権を求めました。これが一瞬にして紙くずとなってしまいました。生きる望みが

なくなりました。どうすればよいのでしょうかと話してくれました。 

６７歳の女性Ｍさんの場合。 

地域医療に少しでも貢献できればと思い平成１２年９月、組合債４００万円、５年ものを求めま

した。平成１７年度に満期になり解約すると言ったら、今新しい医療機器も入り、病院の方も黒字

になっているのでぜひと言われた。ことし４月に姫川病院が変だという噂を聞き、病院に電話をし

たら、そんな噂がたっているのですか。心配ないから安心してくださいと言われました。５年前に

主人を亡くし、これから年をとり病院のお世話になるときが来ると思い大事なお金を投入したのに、

これからどうしたらよいのか心配ですと涙ながらに話してくれました。 

ほんの一部の方ですが、まだ口に出してくれる人は少しは安心しますが、組合債は入院したとき

の医療費の支払いに充てられることから、ひとり暮らしの高齢者など最後のときの準備として虎の

子をはたいており、被害は本当に私は深刻だと思います。 

同時に、私は健康状態が心配であります。担当部署では債権者のことをぜひ把握をして、健康状

態だけでも対応する必要があると思いますが、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小林市民生活部長。 〔市民生活部長 小林清吾君登壇〕 

○市民生活部長（小林清吾君） 

お答えいたします。 

今ほどお話のありました皆様方の実情というのは、私どももいろいろお話は聞かせていただいて

おりますし、本当にお気の毒だというふうに思っております。 

それで夏のころから相談される方、いろいろおいでなんですけども、やはり私どもが今議員が言

われましたように、債権者の一人一人の状況を把握というよりも、私どもはおいでになった方には、

いろいろな無料の法律相談ですとか、消費生活センターですとか、あるいは本当に精神的な部分で

お困りであれば、私どもの市の方に言っていただければ相談員もおりますので、相談してください
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というふうにお伝えはしております。 

その上で、やはり行政が個々のお一人お一人の状態を把握して相談というのは、これは１つのや

り方かと思うんですけれども、やはり一人一人の状況というのは違いますので、私どもの方にやは

り困っていること、あるいは心配なことがあれば、まず相談をしていただきたいというふうに思っ

ております。 

ただ、私どもは先ほど言いましたように、無料の弁護士相談ですとか消費生活センター、そうい

ったところの紹介をさせていただくのが現状では手いっぱいなのかなと。その上で、実際に組合債

を購入された方について、今度は債権債務の問題につきましては、私どもがそこまで立ち入ってい

けるものではないというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

松田議員。 

○３０番（松田 昇君） 

５万人の人口、市外の方も組合債を買った方がおいでになるんですが３４１人、３５０人で５万

人で割ると１５０人に１人が組合債を求めて、そして被害に遭ってる方がおいでになるんですよね。 

私は今、確かに不慮の事故がなくて本当によかったなとは思っておりますけれども、本当に困っ

ている方々は相談にも来られないような状況にある、こういうことも聞いているんです。 

ですから私の言いたいのは、本当に困っている人を助けるのは、やっぱり私は行政の役目だと思

うんですよね。多くの方がいるんですよ。さっき話をしたように、私らも一晩にして１００万円な

くなったら、本当に深刻に考えますよ。それも高齢者の方々なんですよ、８０歳を超えている方々

もおいでになる。こういう人たちを行政としてほっとくんですか、このことを言ってるんですよ。 

やっぱり私はそういう健康状態も含めて、地域医療のために購入してきた、それが一晩にして紙

くずになったんです。そのことを思えば、行政としては何らかの手を差しのべるべきじゃないか、

このことを言ってるんです。その辺はいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

債権というだけの今とらえ方をしていたもんですから、そういうお答えをいたしましたが、今そ

のように精神的にお困りの方とか、いろいろ健康に害をお持ちの方ということになれば、話は私は

違うと思っております。私は債権者のみならず出資者も含めて、私はそういった健康面については

幾らでも対応していかなくてはいけないと考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

松田議員。 

○３０番（松田 昇君） 

ぜひそういう困っている方々が３４１人すべてではありませんけども、本当に口に出す方々は、

まだ私は安心しておれると思いますけど、本当に悩んでいる方々については手を差しのべてほしい
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なというように思います。 

本当に厳しい毎日を私は過ごしていると思いますが、ちょっと市長にお聞きしたいんですが、市

長は議員時代に理事もされて経験あるわけでありますが、３０日の定例記者会見の中で、理事が運

営に参入できるかは難しい。実際に病院を運営するのは院長であり、医師であったと思うと述べら

れています。 

これに対して多くの債権者の方から、異論の声が私のところにありました。市長のところにもあ

ったんではないかと思うんですが、間違っていれば訂正いたしますが、理事会は総代会に次ぐ決定

機関だと思います。市長の発言は、私は違うと思います。 

６月４日、理事会で自己破産を決定したではありませんか。米田市長が議員時代の理事のときも

そうでしたが、姫川病院の前院長は理事ではなかったはずであります。経営に深くかかわりながら、

組合債を持たない理事もいたそうですが、理事は名前だけで全然経営をやっていないとしたら、理

事は職務怠慢だと言わざるを得ないと債権者の会の顧問弁護士が述べられていました。 

別の番組、「東京マガジン」で、市長は頼まれたから理事をやられたように述べられていたこと

についても、債権者の皆さんから批判の声がありました。私も市長としては責任のない発言に聞こ

えましたが、市長の真意について伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

これは個人的なことであるわけでございますので、ご理解いただきたいと思いますが、ほかの理

事は、これはわかりませんが、私といたしましては要請をいただいて受けたわけでございますので、

私の気持ちはそういう形であったと思いますし、また病院を、私は確かに運営とか経営とかの中で

はあれかもしれませんが、実際、運営と言いましょうか、経営的な一番の最前線は、やはり治療を

することが病院のことでございまして、その辺も私の言葉足らずだったのかもしれませんが、そう

いうつもりで私は言ったわけでありまして、実際の経営というのは別なわけでございますが、本来、

やはり最前線でやっているのは医師であり、看護師さんが治療に当たっているわけでございまして、

その部分を言ったわけでございまして、そういった役員なり、またいろんな方々がそういった経営

的な最前線の中でやるというのは、ちょっとできない部分だということの中で、私はお答えをした

というつもりでございますので、その辺、私の言葉足らずだったとしたら、それは訂正させていた

だきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

松田議員。 

○３０番（松田 昇君） 

多くの市民は、今、市長がどう動くかということを、やっぱり注目してると思うんですよね。前

理事長の出身であります姫川病院のメーンバンクの富山第一銀行に、責任上、債権の財産譲渡を働

きかけたらいかがかなというように私は思うんですよね、市長が。こういうことはできないんです
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か。 

本当に米田市長が、この３４１人すべてではありませんけど、市民は行政のトップの市長がどう

動くか、どう行動されるか、このことを注目しておりますが、市長は今申し上げましたように、財

産譲渡の関係で富山第一銀行へ出かける思いはございませんか。 

○議長（五十嵐健一郎君） 

暫時休憩します。 

 

〈午前１０時２６分 休憩〉 

 

〈午前１０時２８分 開議〉 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

今この中で、即答えろというのは非常に難しい部分であろうかと思っております。今この破産手

続、そしてまた訴訟という形が今起きてるわけでございますので、非常に我々といたしましては、

民事不介入という大きな大原則を考えますと、今の中でのご答弁は差し控えさせていただきたいと

思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

松田議員。 

○３０番（松田 昇君） 

繰り返して同じようなことを私は述べてきたかとは思いますけど、やはり誠意ある行政の取り組

みというのを示してほしいなというように思います。もうこれ以上のことは申し上げませんが、ぜ

ひよろしくお願いしたいということを申し上げておきたいと思います。 

地域医療でございます。市長も温泉を生かし１００人規模の老人保健施設、診療所として活用し

たいと言ってます。あそこで開業した美野先生も、そうしたいなということを言っています。 

今、市長の１回目の答弁でもありましたが、いろんな課題があるということを述べられているん

ですが、私はこの間、旧サティの跡地問題、きょうも何か新しい動きが出てきたということで新聞

報道がありました。また、糸魚川あるぺん村の休業についても、道の駅として活用できないかとい

うことを申し上げてきました。 

今、姫川病院の近くにホテル糸魚川、本当に観光の拠点としてあるわけですね。そういう思いを

考えたり、あるいは先ほど申し上げました債権者の思いを考えたとき、あそこを絶対に私は廃墟に

してはならないと思うんですよね。何としても医療施設としてつなげてほしいという市長の決意、

やっぱり皆さんは期待しております。 



－ 223 － 

＋ 

本当に管財人の動きもあるんですが、具体的提案というか、この辺はどのようなめどで、どのよ

うな判断されていくのか。先ほど１回目の答弁もあったんですが、医療ということや、あるいはあ

の施設を考えたとき、市長の思いというものをやっぱり私は通してほしいなと、こんな思いがする

んですが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

私の思いは、一貫して活用したいという気持ちであるわけでありますが、しかし反面、今、非常

に厳しい財政状況の中で、今の施設をどのような投資をしなくちゃいけないかということも、非常

に大きな課題だろうと思っております。行政、行政と言いましても、これは皆様方の財源であるわ

けでございますので、そんなに軽々に使われない部分もあろうかと思うわけであります。 

本日の一般質問もそうでございますし、また、今までの一般質問の中でも、非常に財政の厳しい

というのをご指摘いただいてる部分もあるわけでございますので、そういう中で、やはり活用して

いきたいという私の気持ちは変わりませんが、そういったところもやはりあるというところの中で、

今の段階では結論が出てないということで、ご理解いただきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

松田議員。 

○３０番（松田 昇君） 

糸魚川地域医療体制整備推進会議からの報告書案とも関連します。これは昨日、伊藤議員への答

弁にもありましたが、計画書を年度内にまとめたいということでございます。 

今、市長が言われるように、財政は本当に私も厳しいなという部分では、例えば福祉だとか、医

療が削減されなければいいなという思いもしてるんですが、医療の部分については、事業主体では

ないけど、やっぱり地域医療や救急医療を考えたとき、やっぱり報告書を受けて年度内と言ってい

ますけど、市長が先ほど言われるようにやっぱり早急に見直すところは見直して、来年度予算に生

かしていきたいということも言われているんですから、ぜひ糸魚川市として地域医療をどうしてい

くんだ、救急医療をどうしていくんだということもあわせて、今ほど申し上げました姫川病院の跡

地をどうしていくんだと。それは行政だけの力じゃなくて、それは民間の力も借りる必要もあるで

しょう。そういうことも考えながら、やっぱり糸魚川の地域医療をどうしていくんだということを、

私は二本立てにしながら考えていかなきゃいけないなというように思うんですよね。 

地域医療、救急医療、それと姫川病院、この方向をきちっと早急に方向を示して、やっぱり来年

度予算に生かせる部分は、来年度予算に生かすようにやっていただきたいなと思っておりますが、

きのうの答弁ですと、年度内と言ってるのは、３月末までだというような思いをしたんですが、検

討する部分は検討しながら進めていくということの理解でよろしいですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 
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○市長（米田 徹君） 

そのとおりでございますし、地域医療というのは非常に大切であるわけでございますし、そして

また今、医師不足というのが非常に大きなやはり地域医療に影響を及ぼしておるわけでございます

ので、そういったところも勘案しながら、また見据えながら進めさせていただきたいと思っており

ます。 

それにプラス、今、姫川病院の跡地という中におきましては、地域医療のみならず高齢者の皆様

方に、これからいろいろな対応をする部分もありますので、含めて考えておるわけでありますが、

しかし、いかんせんそういった医師がいなければ医療施設はつくれませんし、また、高齢者対策と

いう形をとりますと、どの施設が必要なのかというのを考えなくてはいけないと考えているわけで

ございまして、今施設がある、そういった部分についても含めまして対応していきたいというのが

本旨でございまして、年度内という１つの目標を持って今検討させていただいている最中というこ

とで、ご理解いただきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

松田議員。 

○３０番（松田 昇君） 

１回目の答弁にもありましたし報告書案にもあるんですが、姫川病院を核にした巡回バスですね、

あるいは送迎バス。市道中央大通り線が供用開始したら、そういうことをしていきたいということ

を言われているんですが、この報告書案でも提案されておりますし、１回目の答弁でもありますが、

たしかこの巡回バスというかバスの見直しは、来年度の早々にやっていきたいという話でしたよね、

今までの経過から言えば。今どんな運びで取り組まれているんですか。 

先ほどから言ってるように、医療の中では足の問題も大きな課題だと思うんですよね。その辺、

今の動きとしてどうなんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田鹿商工観光課長。 〔商工観光課長 田鹿茂樹君登壇〕 

○商工観光課長（田鹿茂樹君） 

お答え申し上げます。 

バス路線の見直しということでございますが、松田議員は今、来年早々というお話でございまし

たが、何回か過去にも、来年１０月の大幅なバスダイヤの改定がございます。それに合わせて、今

計画を見直しているところでございます。 

なお、当初は糸魚川病院、姫川病院も含めた中で、全体のバス路線の計画を見直しておったとこ

ろでございますが、６月にそういうような姫川病院の閉鎖という状況でありましたので、その後、

糸魚川病院さんがちょっと混雑ということで事務的な手続、ないしは話し合いがちょっともたれま

せんでしたが、また９月以降その中へ入っていただいて、姫川病院を除いた中での、また動きを見

直しているという最中でございます。 

したがって、来年１０月をめどに、今現在、調整を進めているところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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松田議員。 

○３０番（松田 昇君） 

姫川病院の閉院も含めて地域医療ということを考えたら、１０月ってバスダイヤの問題もありま

すけど、やはり私はできるところから見直してほしいと思うんですよね。その辺、ぜひお願いした

いと思います。 

それから根知診療所は、姫川病院の医師が行って診療をやられていたんですが、今は休診という

か閉鎖になっておるんですが、これらについて今後どのようにされていくのか。あるいは根知の皆

さんとどういう話をしているのか、この辺をちょっとお伺いをしたいんですが。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小林市民生活部長。 〔市民生活部長 小林清吾君登壇〕 

○市民生活部長（小林清吾君） 

お答えいたします。 

へき地診療所であります根知の診療所につきましては、地域の皆さんからなるべく早くに、また

前のように診療してほしいというお話は受けております。 

ただ、私どもは医師会と相談いたしましたり、現実的には糸魚川総合病院の方に、またお願いを

しなきゃいけないことになりますけども、いろいろお願いをしている中で、やはり問題は医師の勤

務状況。本体といいますか、病院の方での医師の状況が、まだへき地診療所にまで行ける状況にな

っていないということで、まだしばらくは再開できないというような状況が続くんではないかとい

うふうに考えております。 

ただ、いずれにしましても新年度になりまして、どれだけの数の医師がふえるのかということに

もやはりかかわってくるのかなということで、今、糸魚川総合病院にはなるべく早く根知の診療所

も含めて、お願いできませんかということで相談はしてる最中でございます。あわせて医師会の方

にも、可能であれば医師会の中でローテーションを組んでいただくなりというような形で、できな

いかという話もさせてもらっております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

松田議員。 

○３０番（松田 昇君） 

昨日の一般質問の中でもありましたが、市長は来年の大きな施策として５項目上げておりますが、

この地域医療も大きな課題として、米田市長は来年度の部分では上げているんですよね。もうこれ

以上のことは申し上げませんが、ぜひこの地域医療を充実させていただく、そして先ほど言ったよ

うな新たな行政としての計画書をつくりながら市民に示していただきたい、このように考えます。 

次に、高齢化が進んでいる集落への取り組みでございます。 

先ほど市長の方から、９月から始めて５０地区実態調査して終わったということでございまして、

今後どのように分析をされ、どのように取り組んでいくかというのは、これからの課題だというよ
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うに思っております。 

先進地の上越市のことを前にも申し上げましたが、検討委員会をつくってやっているんですよね。

先ほども話がありましたが雪対策と安全確保、あるいは地域資源の活用。健康不安解消の分野で具

体的にこういう取り組みをして各班ごとに、そして月１回集まり、短期、中期の課題、対策を検討

して、来年度予算に生かせる部分は来年度予算に生かしていこう、こういう先進地、上越市で行わ

れております。 

こういう上越市のように、私は検討委員会を設けて取り組んでほしいなというように思っており

ますが、この辺はいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

高齢化地区の調査につきましては、庁舎内でも関係課の総力を挙げまして、動員をしましてやっ

ております。福祉事務所、健康増進課、農林水産課、消防本部、それから総務課の地域づくり、そ

れから能生事務所、青海事務所ということで、それらの関係課の職員も含めまして調査をしており

ます。 

今、調査結果を取りまとめしましたら、また関係課とそういう庁舎内の検討委員会を組織して、

今後の方策について検討したいと、そういうふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

松田議員。 

○３０番（松田 昇君） 

これも私は前に言ったかもしれませんが、徳島県の上勝町の「いろどり」の横石知二さんの話で

すね、商工会議所の経営セミナーで、「葉っぱビジネス」ということで講演を聞きました。 

皆さんもご案内のとおり、上勝町は山林面積が８６％、人口は２,１００人だったと思うんです

が、小さい町で高齢化が５０％近くですが、試行錯誤した結果、山の資源である葉っぱを生かした

事業を行いまして、料理のつまものとして多くの高齢者が収穫した葉っぱがどんどん売れるように

なって、１,０００万円を超える売り上げを上げているおばあちゃんがいて、そして子供や孫の世

代のために山に登って植林作業もしているそうでございまして、生涯現役だということで、肉体的

にも精神的にも元気でいられる、こういう話を聞きました。 

高齢者が培ってきた技能や知恵、そして人脈が地域の産業を支えているんだなということを、本

当にしみじみこの話を聞いてたんです。だから高齢化が進んできたら、限界だということじゃない

んだと思うんですよね。やっぱり高齢者の皆さんの力を借りて、依拠した地域づくりを私は進める

べきだという考えで、私は調査されたんだろうというふうに思っております。これをまた実現させ

るのは、本当に財政は厳しいかもしれませんけど、実現させるのはやっぱり行政である市だという

ように思うんですよね。 

ですから実態調査を行われました。これからまた検討していくということでございますが、私は
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やっぱり集落再生計画や地区計画をきちっとして、そして高齢者の皆さんの知恵や、あるいは経験

を生かした住民主体の地域づくりを、この調査によってそのことが行われなければいけないという

ように思うんです。 

ですから、そういうことで私は取り組んでほしいし、そういう集落については、こういうことで

取り組んでいけばまだまだ元気が出る、こういうものを見つけ出していく、そういう作業が私は必

要だというように思うんですが、その辺はいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

今回の調査では、そういうことで農業生産活動の状況、特に農地や林地の管理ができるか。それ

からもしくは農業用水の維持管理、それから集落による共同作業とか、そういうものも一応調査を

しております。また、集落の維持管理の仕方、全体でどのような問題点があるかというようなもの

も、一応調査をしております。 

そういう点で、一応課題なり問題点を把握しておりますけども、その後、その辺の取りまとめを

した上で、今後は議員の申されました高齢者に元気を出してもらうと、そういう方面についても検

討したいというように考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

松田議員。 

○３０番（松田 昇君） 

また機会があれば、この件については申し上げていきたいと思います。 

最後に、食育についてでございます。今回の本会議初日に文教民生常任委員長から、閉会中の所

管事項調査ということで、福井県の小浜市の食のまちづくりということで報告がありました。 

私は小浜へ行って、本当にこの小浜でやっていることが、この糸魚川市で本当に取り組めないか

なと思ったんですね。これは参加した全委員の皆さんが、そう思ったんじゃないかなというように

私は思っております。 

特に委員長からも報告があったように、やっぱり将来のまちの発展を築く人づくりの観点から力

を入れてる、取り組んでる。子供たちの料理教室、通称キッズキッチン、あるいは地場産学校給食

をはじめ成人向け各種料理教室、ふるさと料理の会食など、幼児から高齢者に至るまであらゆる世

代を対象にして、ライフステージに応じた食育事業を実施していました。本当に目を見張るものが

ありました。 

キッズキッチンについては、繰り返して申し上げませんが、私はビデオを見せていただきまして、

信頼された子供たちがいじらしいほど頑張り、そしてふだん見られないような力を出し、短い時間

の中にも大きく成長していく、こういう姿をビデオで見せていただきました。 

私はもう繰り返して申し上げませんが、初日に委員長が報告をされていますので、きょうは教育

長が答弁に立たれましたので、教育長、あの委員長報告を聞いてどう感じましたか、お考えをお聞
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かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小松教育長。 〔教育長 小松敏彦君登壇〕 

○教育長（小松敏彦君） 

委員長報告をうかがいまして、非常に小浜市のすばらしい実践事例を聞かせていただきまして、

非常に感銘を受けております。 

ただ、やはり小浜市さんにおかれましても、その実践に当たるまでの長い経緯、いろんなバック

グラウンドがそこにあるんだろうと思います。そういったことを、また私どもも機会をとらえなが

ら勉強してまいりたい、こんなふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

松田議員。 

○３０番（松田 昇君） 

現在、当市では親子食育教室として、親子で楽しく料理に挑戦しませんかということの呼びかけ

で、年明けにそういうことで３会場でやられるということで募集をされているんですね。 

小浜市は、市内すべての保育園や幼稚園の年長児さんがすべて参加している。そこにやっぱり私

は意義があると思うんですよね。募集してやることも、私は全く否定するわけではありませんが、

少なくとも食育に対しては全員参加する、そういうことが私は必要だと思いますし、先ほどから言

っているように、全委員はそう思ったと思うんですね。そのすばらしさというのは、やっぱり全員

が参加するんだということだというように思います。 

糸魚川では例えば場所の問題だとか、設備の問題だとかということでは非常に難しいかもしれま

せんが、少なくとも全員が参加できる例えば栄養士さんの話や、あるいは食生活改善推進委員の方

を呼んで話をしてもらうとか、あるいはカードを使ったりいろんな形で、この食ということについ

て、例えば保育園や幼稚園でできないものかなと思うんですよね。 

ですから年明けにすることは、私はそれはそれでいいんですけど、やっぱり来年度は予算が大変

厳しいんですけど、そういう中ではソフトの面で、そういう取り組みができないかと思うんですよ

ね、保育園や幼稚園の中で、その辺はいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小掠福祉事務所長。 〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

保育園、幼稚園における食育の取り組みということでご質問いただきましたが、確かに保育園に

おきましても、食育の年間の計画をつくっておりまして、基本的に食育は全員参加でございますの

で、すべての子供たちに対応できるメニューを組んでやっております。 

お話の中心は調理体験の方にあるのかなというふうに思いますが、その面におきましては議員の

ご指摘のように設備的な問題もございますので、すべての園というのは今後の課題でありますが、

可能な限りそういった場面づくりもしております。 
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今後、今ほどの小浜市の例もございましたが、取り入れるべきものはまた参考にさせていただき

ながら、より充実した実践に移っていきたいなというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山岸生涯学習課長。 〔教育委員会教育次長生涯学習課長 山岸洋一君登壇〕 

○教育委員会教育次長生涯学習課長（山岸洋一君） 

生涯学習の立場からもちょっとお答えをしたいと思います。 

今、親子の体験ということが出されておりましたが、細かい部分については触れませんが、青少

年事業といたしましては食育の関係では５事業で１２回、それから親子事業、今ほどありました親

子の方では８事業で１０回、それから成人、高齢者、これは１０事業で３３回、それから女性を中

心とした事業でございますが、１３事業で２０回ということで、中央公民館なり各地区公民館とい

うことで、一堂に会するということがなかなか難しいということで分けてやっておりますが、食育

というものをテーマにした展開を数多くやっているところであります。これは１９年度の今、実績

及び予定でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

松田議員。 

○３０番（松田 昇君） 

小学校、中学校の部分についても委員長の方から報告があったんですが、私はその中で食育で学

ぶということで、栄養教諭はもちろんですが、市の職員や地域の生産者、さらには、あそこは福井

大学という県立の大学があるんですが、出向いてその分野の講座を実践しているということ。 

２つ目では、各学校では他の教科とも関連させながら、総合学習の時間においてさまざまな体験

学習を実施していること。 

そして３つ目には、校区内型地場産学校給食を実施していて、生産者の名前が放送されたり、生

産者の方々を学校に招待して給食感謝祭が行われる。こういうことを取り組むことによってバケツ

が空になって、残食は全くなくなったということ。そして賢い児童や生徒ができたということ。欠

席もなくなって、小学校では県内トップの成績を誇っているそうでございまして、中学校では３位

と言われていましたが、上位に学力も高まったということなんですね。 

これは生涯食育の中で、食の教育推進事業としてこういうことが実際に進められています。教育

長が言われるように歴史やそういうもので条件も整って、小浜はそうなっているのかもしれません

が、やっぱりそこの市長の熱意、あるいはそれを担当する職員の熱意というのが伝ってきたんです

ね。この中学校、小学校の話を聞いて、やっぱり農林漁業の体験学習や食に関する勉強会が、糸魚

川市でもそういうことでは取り組まれているんですが、こういうことをやっぱり教育委員会として、

先ほど３点申し上げましたけど、こういうことを今後の活動の中に、ぜひ私は生かしてほしいなと

思うんですが、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

月岡学校教育課長。 〔教育委員会学校教育課長 月岡茂久君登壇〕 
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○教育委員会学校教育課長（月岡茂久君） 

お答えします。 

今、議員がご指摘のように農業体験、漁業体験、林業体験は、当市もかなりの学校が取り組んで

おります。例えば農業体験は９校、５０％、それから校地内での農業体験、これが８３％。漁業体

験が能生地域を中心に７２％、それから林業が緑の少年団を中心として２８％。大変積極的に、私

はこの食に関する指導、農業体験等に取り組んでいると思います。 

今、小浜市のお話も聞かせていただきましたが、地味ではありますが糸魚川市の各小中学校は、

非常に熱心に取り組んでいると思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

松田議員。 

○３０番（松田 昇君） 

ぜひ継続をしてこの食育ということを、最後に申し上げますが、ぜひ取り組んでほしいというよ

うに思います。 

学校給食の方法が違うんですよね、センター方式であったり、自校式であったり、委託方式であ

ったりということで、私は義務教育の中でやっぱりある意味で、格差があったんじゃまずいなと。

いろんな形で取り組むとすれば、やっぱり保護者の協力や保護者の理解も必要なんですが、やっぱ

り統一した方式がいいんだろうなという思いもしているんですね。 

センター方式はセンター方式でいいんですけど、委託方式を見直すという考えはないんですか。

今、青海中学校だけだと思うんですね、委託方式は。私はそれは予算とか云々というのは非常に厳

しいんですけど、私の聞いてる限りでは、あんまり評判がよくないということを聞いているんです

が、考え方としては保護者の理解も必要なんですが、教育委員会としては統一したというか、自校

方式というのは今のところ考えられないんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

黒坂教育総務課長。 〔教育委員会教育総務課長 黒坂系夫君登壇〕 

○教育委員会教育総務課長（黒坂系夫君） 

お答えいたします。 

委託校につきましては、これまでいわゆる学校給食というものをやってこなかった。それを委託

という方向で実施をしてきたということであります。今、その委託自身に際しては、やっぱり受け

ていただく委託先の方でも、設備投資をしながら対応してきたという経過もございます。 

実は昨年度、この給食センターの老朽化への対応ということで、給食センターの改築関係の議題

のほかにも、市内の学校給食の調理方法をどうするかということを、市民の皆さんからご意見をい

ただくということでの検討委員会を設置をさせていただいてご意見も伺ってきたわけですけれども、

やっぱりこれまでの経過というものも踏まえていく必要があるということでございました。今現段

階では、この委託を変えるという考え方は、教育委員会としては持っておりません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 
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松田議員。 

○３０番（松田 昇君） 

学校給食法の見直しや云々というのは、今マスコミで言われておりますので、今後またほかの議

員もあるんで、もう時間もないんで最後にします。 

市長、ことしは市民の健康づくり推進ということで言われてきました。医療の問題を取り上げさ

せていただきました。食育ということの問題を取り上げさせていただきました。ぜひ健康づくりの

一環として医療、そしてこの食育というものをやっぱり取り組んでほしいということを申し上げま

して、私の一般質問を終わります。 

○議長（五十嵐健一郎君） 

以上で、松田議員の質問が終わりました。 

関連質問なしと認めます。 

１１時１０分まで暫時休憩いたします。 

 

〈午前１１時００分 休憩〉 

 

〈午前１１時１０分 開議〉 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

次に、渡辺重雄議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺議員。 〔４番 渡辺重雄君登壇〕 

○４番（渡辺重雄君） 

清新クラブの渡辺重雄でございます。 

それでは事前に通告いたしました通告書に基づきまして、１回目の質問をさせていただきます。 

１点目の定住人口対策、交流人口対策についてであります。 

総合計画におけるまちづくりの目標の一つ「翠の交流都市」実現のためには、人口減少に歯止め

をかけ定住を促進することが最も重要であると掲げております。 

人口問題は、糸魚川市の抱える課題を構造的に包含しており、その対策となると、多岐にわたる

施策を展開する必要があります。 

したがって、人口対策の成否、とりわけその数値は市政発展のバロメーターともいえます。中で

も、若者の交流と定着を目指す対策は、糸魚川市の最重要課題の一つと考えます。 

そこで、定住促進とともに、連動した効果が期待できる交流人口対策、並びにふるさと糸魚川市

に絆を持つ人々や、何らかの貢献をしたいと思っている人々を対象にした「ふるさと市民制度」

（仮称）の導入提案なども含め、住民の視点に立ち定住人口対策、交流人口対策をお伺いをいたし

ます。 

(1) 若者定住対策と、Ｕ・Ｉ・Ｊターン対策について。 
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(2) 交流人口対策について。 

(3) ふるさと市民制度（仮称）の導入提案について。 

次に、２点目の当面の財政の見通しと対策についてであります。 

昨年度は総合計画策定の段階で、新市建設計画の財政計画とのギャップが明らかにされ、さらに

今年度は医療対策への対応や交付税の大幅な減額が予想されるなど、財政に関わる動きが市政へ重

くのしかかっております。 

いずれも税制などの外的要因が多く影響しており、三位一体の改革や合併は糸魚川市にとってど

うだったのかという議論もあります。 

しかし、現状を打開する以外に道がないことを考えると、実状を整理し、早急に当面の財政の見

通しと対策について明らかにする必要があります。 

具体的には、市民に明示した総合計画の進め方について、さらに効率的な行財政運営を望む市民

の声を、多く強く感じておりますので、国と地方の税制との関連を含め、市民に実状を明らかにし、

理解と協力を求める必要が生じていると考えます。 

このような観点から、当面の財政の見通しと対策についてお伺いをいたします。 

(1) 国と地方の税制の実状と今後の見通し。 

(2) 総合計画の進め方について。 

(3) 効率的な行財政運営について。 

以上で、私の１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

渡辺議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目、若者定住対策とＵターン等の対策につきましては、ハローワーク糸魚川の協力

を得て、お盆など帰省時期に合わせて年５回、企業説明、面談会を実施中であります。 

また、ハローワーク糸魚川、商工団体及び高校の進路担当者との意見交換会を実施し、地元就職

とＵターン等についての有効な方策について検討いたしております。 

さらに地元就職やＵターン等で就職をされた方へ、通勤用自動車の購入や引っ越しなどを支援す

るふるさと就職資金貸付制度についても、引き続き実施してまいります。 

２点目の交流人口対策につきましては、体験型旅行の受け入れ、スポーツや文化活動による交流、

市内の空き家情報の提供、姉妹都市や知音都市との交流など、さまざまな分野を通じて交流人口の

拡大に向けた取り組みを進めております。 

３点目のふるさと市民制度につきましては、現在、奴奈川ネットワークや東京糸魚川会、関西糸

魚川会、新潟県人会、糸魚川市都市交流協会、体験型旅行や臨海学校の受け入れなど、当市と絆を

持つさまざまなネットワークを活用し、情報をいただいているところでありますが、ご提案のふる

さと市民制度についても検討してまいります。 

２番目の１点目、国と地方の税制につきましては、国の税制調査会など消費者をはじめとして抜

本的な税制改革について論議されており、地域格差是正についても課題として上げられております



－ 233 － 

＋ 

が、現時点においては明確な具体策は出ておりません。 

２点目の総合計画の進め方につきましては、昨年、基本構想と前期基本計画を策定いたしており

まして、これを基本方針といたしまして、その後の行政需要や財政状況を踏まえて事業の見通しを

行い、今後、３カ年の実施計画を策定し、予算編成の指針としてまいります。 

３点目の効率的な財政運営につきましては、経常経費の削減や事業、制度の見直しなど、選択と

集中によりまして重点化、効率化を図ることが必要と考えております。 

今後、市民の皆様にも市の厳しい財政状況なども広報等でお知らせするとともに、市民懇談会や

地域審議会など機会をとらえて説明してまいりたいと考えております。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

それでは２回目の質問をさせていただきます。 

定住人口対策、交流人口対策のまず１番目の若者定住対策とＵ・Ｉ・Ｊターン対策についてであ

りますけども、今ほど市長さんの方からお答えがあったわけなんですが、まず私の方は視点をちょ

っと変えさせていただきまして、若者定住対策の中で人口対策にも大きな影響のある子育て関係に

ついて、お伺いをしたいと思います。 

子育てに関しましては、現実的には仕事と家庭の両立で苦しんでいる方が多いのが実情じゃない

かというふうに思うんですが、まず、家庭で面倒を見切れない場合が生じたときの対応ですね、こ

の整備というのが非常に必要になっているんじゃないかと思うんですが、糸魚川市の場合、万一家

庭で一時的に面倒が見れないという場合は、どんな方法が今あるのか。また、ご相談があった場合、

どのように対応されているのか、この点をお聞きしたいと思うんですけど。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小掠福祉事務所長。 〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

保育の問題でありますが、家庭でもって一時的に子供さんの面倒が見れないという状況の中では、

一時保育という対応をいたしております。これは平日だけでありますが、基本的に週に３日までは

お預けいただけるというような対応をいたしております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

市外調査で石川県の七尾市へ行ってきたわけですが、ここで目を引いたのはトワイライトステイ

とショートステイの２つの制度があったわけです。 

このトワイライトステイの場合は、仕事などの理由によって平日の夜間、または休日に不在とな
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る家庭の子供を保育する制度。またショートステイについては、冠婚葬祭や親が病気になったとき

など、日帰りや宿泊で保育を行うと。また、ほかに保育ママ派遣事業ということも実施しておりま

したし、こういった次世代育成支援関係の各種の制度が非常に充実をしておることに感心をしたわ

けでございますが、特に、近隣の市町村の方たちも七尾市へ来て利用するというほど非常に好評だ

ということだったんですが、糸魚川市でもこんな対応ができたらなあというよりも、実現をしてほ

しい制度だというふうに感じておるんですが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小掠福祉事務所長。 〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

七尾市における取り組みの状況をお話をいただきまして、私どももちょっと調べさせていただき

ましたが、確かに休日、あるいは夜間、さらには延長時間が非常に深夜まであるということで、充

実をしておるというふうに拝見をさせてもらいました。 

糸魚川市におきましても、こういう社会情勢の中で、できる限りのご支援はしたいというふうに

思っておりますが、次世代育成支援の行動計画、今現在進めておるものを５年後に見直しをすると

いうことで、２０年度から意識調査等に着手するわけでありますが、糸魚川市におけるそういった

特別保育のニーズ等も把握をしながら、今後の検討をしていきたいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

先般、新聞報道では、国の新たな少子化対策を検討する子供と家族を応援する日本重点戦略検討

会議、ここで２００８年度に先行実施すべき課題として、子供と一時預かり事業の法的な位置づけ

の明確化、それから家庭で子供を預かる保育ママなど家庭的保育の制度化を挙げているわけです。 

市としてはこれらの動きに対して、どのように受けとめて現在いらっしゃるのか、お伺いしたい

と思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小掠福祉事務所長。 〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

国における検討会で、そういったことが検討されておるということは承知をいたしておりますが、

一時預かりにつきましては今ほど申し上げたように、一応当市においては形がございます。そのこ

とを、さらに国としても明確な位置づけをするということであるというふうに理解をいたしており

ます。 

それから保育ママにつきましては、若干名前が違いますが、当市におきましては家庭でもって預

かる形、ファミリー・サポート事業と申しておりますが、そういったものについては今現在取り組

んでおりますが、これにつきましても今後さらに拡充することについて、今後検討していかなけれ

ばならないというふうに思っております。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

私は子育て対策というのは、わずかな補助金を差し上げるよりも環境整備ではないかというふう

に思うわけなんです。 

ちなみに七尾市の場合でございますが、こんなこともありまして２５歳から３９歳までの女性の

就業率というのは非常に高くなってるわけですね。全国で５８.８％に対して８０.７％、したがっ

て、１世帯当たりの所得も非常に高い。ちなみに糸魚川市の場合、２５歳から３９歳までの女性の

就業率というのはどれぐらいなんでしょうかね。出ていたらお願いをしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

女性の就業率ですけども、平成１７年１０月１日の国調によりますと、２５歳から２９歳までは

７３.８％、それから３０歳から３４歳が７０.６％、３５歳から３９歳までが７５.５％というこ

とで、おおよそ７０％から７５％ということになりますので、七尾市よりは若干低いというふうに

考えております。ただ経過を申しますと、１２年の国調と比較をしますと、各年齢層も就業率が上

がってきているというのが実態であります。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

ありがとうございました。 

七尾市では、この２つの事業で国からの補助も含めて年間４００万円ほどの委託費で予算措置を

されてるそうです。このことによりまして子育ての安心・安全、さらに所得の向上、さらに合計特

殊出生率もほかよりも向上しているというようなことですから、予算の割りには非常に効果的な子

育て支援になっているんじゃないかなというふうに思うわけです。市では出生数は平成２１年度ま

で年に３３０人、平成１８年度の現状維持を目標にしておるわけなんですが、現在のところ、これ

が精いっぱいなんでしょうかね。 

もう１つ、先ほど市の次世代育成支援行動計画、これは５年後の見直しというふうなことを言わ

れておるんですが、現在あるのは合併前の旧１市２町のときに作成したものを使っておるようです

けども、これは国等の指導があって、その年度に作成するというふうなことになっているんでしょ

うかね。早目に、見直し作成するということはできないんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 
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織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

まず出生数の方ですけども、先ほどのとおり頑張る地方応援プログラムの方もそうですけども、

平成１８年度で３３０人ということで、平成２１年でも３３０人ということで、今、目標値に設定

しております。 

過去の経過から見ますと、平成１５年、１６年、１７年と３６０人、３８０人からどんどん出生

数が減ってるということで、出生数は減らないで何とか現状維持を目指したいということで、頑張

る地方応援プログラムでは、そういう数値目標にさせてもらいました。 

ただ、平成１９年度ということで数値なんですが、平成１８年１０月１日から１９年９月３０日

までの出生数ですけども、現在のところ３４１人というふうに今数値が上がっております。ただ、

今後平成２１年までどういう数字になるか、その辺は頑張りたいというふうに考えますけども、な

かなかそのとおりにいくかどうかということで、何とか３３０人を維持したいということで考えて

おります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小掠福祉事務所長。 〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

次世代育成支援行動計画の計画枠組みについてでございますが、国が全国的に年次を統一いたし

まして、平成１７年から５カ年の計画を今やっておるわけでありますが、先ほど申し上げましたよ

うに２２年からの５カ年間の計画、これも国の方で全国的にその年次を定めながら、２２年以降の

計画に盛り込むべき国の制度的なもの、例えば保育支援、保育所の保育方針とか、そういったもの

について検討をしながら、後期の計画に盛り込む状況もつくっておりますので、これは国の方針ど

おり進めたいというふうに思っておりますが、ただ、議員ご指摘のように合併直前に作成した行動

計画でありますので、内部的にはその事業等を精査しながら、今現在、見直しのものを使える形で

準備をいたしております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

次に、働く場の問題なんですけども、総合計画策定時のアンケートによりますと、「若者定住や

市の財政力をつけるためには」という設問の中で新規企業の誘致、特に、リサイクル関連やＩＴ関

連の誘致と、新しい起業者への支援に力を入れてほしいという項目があったんですが、ここは非常

に高い率の数値が出ておるんですね。この辺の対応というのは、市としてはどのように受けとめ、

考えていらっしゃるのか、お伺いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田鹿商工観光課長。 〔商工観光課長 田鹿茂樹君登壇〕 
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○商工観光課長（田鹿茂樹君） 

お答え申し上げます。 

働く場の確保という観点から新しい企業誘致、さらには今既存の企業の育成という意味も含めま

して働く場の確保に、我々商工観光課としては努力をいたしております。ただ、なかなか新しい企

業の誘致というのは非常に厳しい状況がございまして、簡単に企業誘致は進まないというのも実感

でございます。 

そういった中で、我々としては今市内にございます企業をいかに育成し、働く場を多く確保して

いくか、これが一番重要な課題だというふうに今認識しておりますし、その課題の解決に向けて、

努力をいたしておるところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

それと、糸魚川市へのＵ・Ｉ・Ｊターンの呼びかけとか、ターンされた方への支援の現状という

のはいかがでしょうか。 

それから、また最近、田舎暮らしを求めて空き家に引っ越しされてくる方もいらっしゃるわけで

すけれども、この方たちの糸魚川市で住まいされるまでの方法と言いますか、どのようなことで市

の方へ移住されて、移ってこられているのか。一般的な方法で結構なんですが、どんな方法かお伺

いをしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田鹿商工観光課長。 〔商工観光課長 田鹿茂樹君登壇〕 

○商工観光課長（田鹿茂樹君） 

お答え申し上げます。 

我々商工観光課としては、就業ということでＵ・Ｉ・Ｊターンの皆様に求人の説明会等を開催し

ております。 

先ほど市長からも答弁ございましたが、平成１９年度は年５回、今後２回の予定を含めまして、

年５回、Ｕターン、Ｉターンの皆様に地元企業の説明会を実施することとしております。その中で

企業の皆様、それからＵターン、Ｉターンの皆様がある程度条件が合致すればお勤めいただくとい

う形で、そういう機会を数多く設けるように今努力をしております。 

開催案内の周知でございますが、市のホームページとか市の広報、それから市内へのポスター掲

示、家族の方から東京等でお住まいの方に情報発信していただくという意味で、ポスター掲示等を

させていただいておりますし、ハローワーク糸魚川の方に登録されている方には、ダイレクトメー

ルで、こういう企業説明会がございますよというご案内も差し上げております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田村総務課長。 〔総務課長 田村邦夫君登壇〕 
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○総務課長（田村邦夫君） 

お答えいたします。 

後段の空き家情報の関係でございますけども、当市におきましても空き家情報の提供制度という

ことで、情報提供という点で行っとるとこでございまして、空き家を求めてる方、あるいはそれを

処分と言いますか、所有者の方から登録をいただきまして、それを市のホームページで紹介すると

いうふうな形で行っているところでございます。 

これはただ情報提供ということが、私ども市のとっとる仕事でございまして、実際の賃貸、ある

いは売買ということになりますと、これはまた個人のそれぞれの立場で行っていただくということ

で考えとるとこでございまして、今のところ、ことしの６月から、空き家の一覧表のホームページ

の立ち上げをいたしておるところでございますけれども、今現在１１月までに、６,５００件のア

クセスは当然いただいとるところでございます。ただ残念ながら、具体的にそれが契約に至ったと

いうような形には、今のところなっておらないというところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

今課長の言われたとおり人を誘致しようとする地域や、また、地域に移動しようとする人にとり

まして必要な情報提供とか、あるいは仲介を行う機関がどのように整備されているか、これが問題

になると思うんですけども、糸魚川市の場合、今、総務課の方でやっておられるんでしょうけども、

ほかに民間の業者等と協議とか、あるいは懇談、連携というようなことをやっておられれば、やっ

ておられる方法、また今後検討すべきであれば、その辺のことをどういうふうにお考えか、お聞か

せいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田村総務課長。 〔総務課長 田村邦夫君登壇〕 

○総務課長（田村邦夫君） 

お答えいたします。 

空き家の関係についてのそういう民間の方々との情報交換は、多少のことはあるとは思っており

ますけども、具体的に集まって、具体的な対応についてお話し合いをしたことは、今のところない

というふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

今ほどの話とも通ずるところがあるんですが、私は昨年の一般質問で都市部の団塊の世代をこの

地域に呼び込むことについて、この地域に活力がつくんではないかというふうな提案をさせていた

だいたことがあるんですけども、昨年の時点では、今はそこまで考えていないというふうなことで

したんですけども、ご存じのように最近、上越市、妙高市では、この団塊の世代を意識した施策と
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いうのを打ち出してきておるわけなんですが、糸魚川市としてもやはり取り組む必要があるという

ふうに思うんですけども、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

団塊の世代をターゲットにして、定住を願ってはどうかというご質問を昨年もちょうだいしまし

た。そのときは、やはり若者定住を優先したいというふうなご回答をさせてもらったところであり

ますけども、現時点でも、その方向性についてはそうなんですが、ただ、場所によっては、その辺

のことも考えなきゃならんというのもありまして、例えば今、能生地区の槙地区にあります市有地

につきまして一般に売却をしております。そういう関係で市外の方から、特に団塊の世代ばっかり

ではないんですが、そういう方々から移住を前提にして、土地の購入をしてもらってるというとこ

ろもあります。 

旧能生町で計画したところが、もう既に完売しましたので、今その隣にまだ遊休地がありますの

で、その辺についても継続して、そういう売却対象ということで斡旋をしたいというふうに考えて

おります。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

取り方によっては、この団塊の世代のふるさと回帰対策というのは大変だというふうなこともあ

るんですが、そういう扱いじゃなくて、逆に私はこの世代の人たちというのは熟練した技術とかノ

ウハウ、さらに人脈というふうなものを持ってるわけですので、人材の誘致というような位置づけ

をしてもいいんじゃないかというふうなことも思いますけども、この辺のとらえ方はいかがでしょ

うか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

先ほども申しましたとおり、転入してくださるのは非常によろしいんですが、ただ、市の行政全

体の方向として団塊の世代をターゲットにした、そういう定住促進の施策については、１０年なり

１５年たつと皆さんは高齢者になりますので、現在、市内の団塊の世代も人口構成としては非常に

多いわけですので、そうするとその辺で高齢者が非常に多くなるという将来的なことも危惧してお

ります。 

そういう点では、やはり団塊の世代というよりも若者定住促進を優先して、定住促進をしたいと
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いうのが、まだ市の方の方針であります。ご理解願いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

デメリット優先じゃなくて、メリットも優先して検討をしてみていただきたいと思います。 

次に移りますけども、２の交流人口対策についてでありますけども、少し幅が広くなりますけど

も、観光も含めて最近の入り込み客数はどれぐらいなんでしょうか。データの取り方というのはい

ろいろあるかと思うんですが、お願いをしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田鹿商工観光課長。 〔商工観光課長 田鹿茂樹君登壇〕 

○商工観光課長（田鹿茂樹君） 

申しわけございません。今ちょっと手元に観光入り込み客のデータを持っておりませんので、後

で調べさせていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

統計いといがわの方で集計しておるものがあります。最近ということで、過去３年間のものを申

し上げますと、平成１６年度が２２５万人、平成１７年度が２１５万人、それから平成１８年度が

２０８万人であります。そういうことで、数字的には年々減少してるというところであります。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

ことしの７月１６日の中越沖地震での風評被害と、これは具体的にどうだったのか、数字的なデ

ータは出ておりますかね、お願いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田鹿商工観光課長。 〔商工観光課長 田鹿茂樹君登壇〕 

○商工観光課長（田鹿茂樹君） 

細かい数字のデータは、今手元にないんですが出ております。ただ７月末現在、８月の初めぐら

いだと思いますが、市内の旅館関係では、約１,０００名を超えるキャンセルがあったというふう

に確認しておりますが、数字の今データはございませんので申しわけございませんが、その程度で

ご勘弁いただきたいと思います。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

金平市民課長。 〔市民課長 金平美鈴君登壇〕 

○市民課長（金平美鈴君） 

お答えいたします。 

こちらの方は入湯税の関係でございますが、平成１９年度では７月には前年度比８７.２％、こ

れは宿泊客なんですけども、それから８月には９４.３％というふうになっておりますが、７月は

非常に落ちております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

挽回するための動きと言いますか、市長を先頭に活発に動かれていたようなんですが、この対策

全般、どういうふうな対策であったのか。それから効果として、どういうふうな効果があったのか、

お聞かせいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

田鹿商工観光課長。 〔商工観光課長 田鹿茂樹君登壇〕 

○商工観光課長（田鹿茂樹君） 

お答え申し上げます。 

風評被害対策でございますが、７月２０何日だと思うんですが、長野方面へ副市長を先頭にキャ

ンペーンを張っております。 

それから８月初旬には、やはり風評被害対策として私ども並びに３地域の観光協会の皆さんと一

緒に、長野駅前で海水浴においでいただきたい、糸魚川は元気ですというようなキャンペーンを張

らしております。 

８月２２日だったと思うんですが、笛吹市へ訪れまして、笛吹市の市長さんと市長も面会いただ

きまして、糸魚川は元気ですというアピールをさせていただきました。さらには、その市内の観光

施設等でそれぞれキャンペーンを張らしていただいて、風評被害対策を行っております。 

実質的に、どれだけじゃあそのキャンペーンをした結果、人数がふえたかということは、数字的

にはちょっと出ておりませんけれども、我々としてはせめて現状を打開するべく、努力をさせてい

ただいたというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

市では頑張る地方応援プログラムの中で体験観光交流プロジェクト、この３本の事業を立てて、

健康志向型の観光や体験型観光を促進して、交流人口の拡大を目指しますとして、現在、年

３,０００人の実績を、成果目標として年に３,９００人の２割増しにしたいということなんですが、
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まず、ベースとなっています現在の３,０００人の実績の中身というのは、どういう中身なのか教

えていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

頑張る地方応援プログラムで現在３,０００人ということで、体験型の観光の参加者数を把握を

してるところでありますけども、把握の仕方としては、先ほどの観光入り込み客の中で、体験型観

光のものを積み上げたというよりは、推計でさせてもらったというものでありますので、ご理解願

いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

３本の事業ともに積極的に進めていただきたいと思うんですが、能生地域ではご存じのようにス

ローライフ事業で体験探検事業、ここで既に２９本の体験メニューがつくられてあるわけですが、

この活用の仕方についていろいろ議論があるとこなんですが、既にホームページ、あるいはパンフ

レットで紹介されておるんですが、この後は全市民の皆さんにも知っていただいて、市民の皆さん

からも幅広く広めていただく必要があるんじゃないかというふうに思うわけで、このパンフレット

の市内全戸配布を、お願いしたいなというふうなことが、まず１点です。 

それから、さらにお願いしたいことは、市職員をはじめ公共的な団体も含めて、職員の方々の出

張の際には、このパンフレットを持参してＰＲに努めていただくことはできないかなと。とかく通

り一遍のＰＲになりがちなんですが、市民が一丸となって交流人口の拡大に取り組んでいると、こ

ういう姿勢が大切だと私は思いますが、この点も含めていかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

本間総務企画部長。 〔総務企画部長 本間政一君登壇〕 

○総務企画部長（本間政一君） 

今ご提案の件につきましては、検討しなきゃならんと思ってますが、行政側のいろんな研修、あ

るいは出張に出るところというのは、意外と硬いところでありまして、なかなかその効果が出るか

というのは難しい面があろうと思っていますが、渡辺議員が言われたような考えで、やっぱり行政

は進まなきゃならんということを言われたんだろうと思ってますので、そのことをまた内部でも話

をしてみたいと思っています。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小林能生事務所長。 〔能生事務所長 小林 忠君登壇〕 

○能生事務所長（小林 忠君） 
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先ほどお話がございましたスローライフの体験メニューでございますけども、おっしゃるとおり

幾つかの体験メニューをご用意してホームページでありますとか、そういったとこに載せてあるわ

けでございますけれども、おっしゃるとおり市民の全域の方々には、なじみがちょっと浅いのかな

ということも私ども課題として考えております。今おっしゃったような方法も１つの検討として、

これから検討を進めてまいりたいというふうに思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

ぜひお願いをしたいと思います。 

それから交流人口拡大の１つの方法として、自前で行う各種のイベントも大事なんですけども、

私はコンベンションの誘致と言いますか、一定数のまとまった滞在型の観光客を引き込むことがで

きる各種の会議とか大会、これらの誘致というのを。これは決して大きいことを言っているんじゃ

なくて、糸魚川市で行える程度のものを誘致することによって、非常に経済的な効果が期待できま

すし、また相乗効果、これも考えられますので、非常に私は大きな魅力だというふうに考えている

んですが、これをぜひ取り組んでいただきたい。 

それから、いわゆるこれは場所の提供というふうなことになると思うんですが、今までに外から

糸魚川市に会議とか大会を呼び込んだ事例というのはありますでしょうかね。あったらお聞かせい

ただきたいと思います 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

本間総務企画部長。 〔総務企画部長 本間政一君登壇〕 

○総務企画部長（本間政一君） 

個々の大会というのはなかなか思い出せないですが、先般、国体の関係でソフトボール協会の方

が、県内での総会を糸魚川市でやっていただきました。例年になく国体があるということを前提に

したのか、大変多くの方が参加をいただいて糸魚川に宿泊をして、糸魚川のＰＲ、あるいはこれか

らの国体の盛り上げをいただいたわけでありますが、やはり行政としましてもいろんな大会、ある

いは会議で県内を回るところとかそういうものがあれば、糸魚川にぜひ機会があれば迎え入れるよ

うにということで予算化をしたり、そういうことの働きかけをしてきておりますので、またそのこ

とに努めていきたいと思っています。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

コンベンション誘致の条件として魅力的な観光資源、それから会議や大会の施設、宿泊施設、そ

れから一番大事なんですが、官民一体となった協働体制がある。これらが条件として挙げられとる

わけなんですが、先ほど申し上げましたようにハード面というのは、すぐにお金をかけなきゃなら

んというふうなことはないと思うんですね。ほかの都市に比べて、立派でなきゃならんというふう
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なことでもないと思いますので、今ある施設を使って利用料を格安にしていただいて、ソフト面の

各種の環境整備を整えれば、それから繰り返しますが官民一体となって対応すれば、ほかに負けな

いという体制ができると思いますが、再度、そういう今後取り組みはできるのか、できないのか、

お伺いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

まさしく今ご指摘のとおりだと思っております。何万人というようなものはできませんが、我々

糸魚川市へ誘致をさせていただいて、糸魚川の今の現状の中で対応できる事業を展開していきたい

と考えておるわけでございまして、来年の平成２０年度に行われます全国火山フォーラムや何かは、

全くそのとおりでございまして、糸魚川に合った規模でできるという中で、今、立候補させていた

だいて、お決めいただいておるわけでございまして、全国からこの火山、砂防に対してのフォーラ

ムをやっていただくわけでございますので、そういったことを進めてまいります。 

このほかにも今までの中でも結構あったわけでございますが、やはり受け入れ体制というのも大

事でございまして、それに合ったものをつくるということでは、なかなか難しいわけでございます

が、我々は来ていただいて、糸魚川の現状の中で対応いただけるような形がいいのだろうと思って

おりますし、また、スイスからも今いろいろとお客さんに来ていただくわけでございますが、そう

いうことを今進めていただいておるんですが、スイスの人たちが来て、スイスでお泊まりになるよ

うな形ではなくて、糸魚川の形でいいんだと。この現在の民泊がいいんだというようなことを言っ

ていただいとるわけでございますので、まさしくそれでないかなと。糸魚川へ来ていただいて、糸

魚川の文化を見ていただく。また、糸魚川のやはり食を味わっていただく、糸魚川の生活を感じて

いただくというのが、私は即できるやり方でないかと思うわけでございまして、なるべくそういっ

たことのできるようなものを、誘致をしていきたいと考えているわけであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

今、市長さんから非常に力強いお考えを述べていただきまして、期待をしたいところであります。 

私は例えば能生のマリンホールなんかを見てるんですが、長野県の各種の会議で使っていただい

て、そういう工夫をしていただいて、まずは長野県の公的機関とかいろんな公的な団体の方へ呼び

かけをして、会議をマリンホールでしていただいて、その前後に海の観光だとか体験、こういうこ

とをしていただくことによって、非常にいいコンベンション誘致になるんじゃないかな、その辺か

ら始めていただくような観光戦略を、ぜひ立てていただきたいと思います。 

それから、２地域居住人口対策と交流人口対策、この辺も前にお伺いをしたことがあるんですが、

非常に私は大切で、いわゆる定住人口につながる前段の貴重な対策だというふうに思っておるんで

すが、現在、この２地域居住人口と情報交流人口、この対策というのは具体的に何か考えておられ
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るんでしょうかね、お願いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

２地域の交流対策につきましては、昨年もご質問をちょうだいしましたけども、当市の方も塩尻

市とかそういうところと交流をやっております。そういうことで知音都市もそうですけども、そう

いう形では絆のある地域と、そういうことでは交流をしておりますけども、一般的に全国に投げか

けてというのは、そういうところまではいってないというところであります。 

それから情報の地域交流でありますけども、それについてもホームページを見てくださっている

方はたくさんいらっしゃいますけども、だからといってそれの交流までには至ってないというのが

実態であります。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

今ほどの答弁はちょっと角度が違っているんじゃないかと思うんです。時間もあれですので、よ

ろしいです。 

私が申し上げたいのは、まず糸魚川市を知っていただくための情報交流人口をふやさなきゃなら

ん。それから、それぞれのタイプの交流人口に結びつけていくというふうなことで、交流人口対策

の入り口が情報交流人口をふやすことにあるというふうに思っているわけなんですが、不特定多数

の情報というのは、新聞とかラジオ、テレビではできるんですけども、特定多数というふうなこと

になると、市がいろいろ企画されることがあるわけですね。例えば広報紙をよそに送るとか、ある

いはホームページで特定多数の方に発信をするとかというのはあるわけですけども、具体的なその

程度のことで結構なんですが、今おやりになっている現状をお聞かせいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答え申し上げます。 

先ほど２地域居住人口の方、ちょっと誤解をしておりました。２つの地域にまたがって住むとい

う方に対する対応だと思っておりますけども、それについては、現在まだそういう対応については

していないというところであります。 

なお、情報交流人口等に対して例えばホームページ、あるいはインターネット等を通じまして、

そういう絆なり、関係のある人に対する交流でありますけども、今のところ「広報いといがわ」の

配布をしております。有償ですけども、事前に申し込みのあった方に対して広報を配布をしている
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という、その事業を今やってるというところであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

昨年度お聞きしたときには、広報紙を送っている方が２８人ということで、非常に私は少ないと

いう実感で、それからさらに広報紙では物足りない、やはり「おしらせばん」を送ることによって、

「おしらせばん」に糸魚川市で行われている各種の行事が盛り込まれている。それについては何か

送っていただいておるということで反響もいただいておりますので、本当にその辺はありがとうご

ざいました。 

それからインターネットのメールマガジン、これはご承知のように総理府とか県庁も発信をしと

るわけですね。私も総理と知事から、メールマガジンという形で定期的に受信をしておるわけなん

ですが、市長からのメールマガジンの発信というのはどうでしょうかね、できると思うんですけど。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

市長のメールマガジンの発信については、今のところ計画はないというのがあります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

今、こういうひとつのそんなに大きい部分でございませんので、市１つでやっておれば、ほとん

ど一緒かなという気持ちもあったわけでございますが、少し検討させていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

ぜひ市長の人柄も含めた形で、外部へ糸魚川市を発信するには非常にいいシステムでございます

ので、考えていただきたいと思います。 

次に、「ふるさと市民制度」（仮称）の導入提案についてでありますけども、このことについて

も私は一昨年の１２月に一般質問をさせていただいたんですが、そのときは（仮称）「特別市民制

度」というふうに言わせていただきましたんですが、これは国の方で盛んにふるさと納税の問題が

出てきましたので、（仮称）「ふるさと市民制度」というふうに、実は変えさせていただきたいと

思うんですが、１回目の質問でも申し上げましたが、糸魚川への思い入れを持つ人たちを対象にし

た制度をということなんですが、この辺は市長答弁では、既にそれに類するものは幾つかあるんだ

ということなんですが、これはやはり基盤として市でそういう制度をつくることによって、今活動
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されている方たちもやりやすくなりますので、一度その辺のアンケートなり、協議をしてみる必要

があるんじゃないかと思うんですが、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

本間総務企画部長。 〔総務企画部長 本間政一君登壇〕 

○総務企画部長（本間政一君） 

昨日の伊藤議員の中でも同様の話が出ておりまして、少し検討することも必要かなという感じは

しておりますので、若干、県でもオリンピックの銀メダリストですか、中村真衣さんをご指名して

取り組んだというのを聞いてますし、ほかでも多分あると思っていますので、どのようなものが糸

魚川にあるのか、あるいはどういう人材があるのかということも、今担当の方にも話をしてきてお

りますので、そこら辺をもとにしながら少し検討していきたいなという感じでおります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

一昨年ですから２年、検討したいという話がそんなに煮詰まってないような気もしますし、この

後も具体的に検討するのかどうかというふうなことになると、ちょっと疑問もあるんですが、従来

どおりの対策では、やはり先ほどの数字のように観光客が減っている中ですから、従来の方法を繰

り返すんじゃなくて、やはり１つでも２つでも新しい対応を考えていただきたい。 

ついては決して市が前面に常に出るということじゃなくて、先ほど申し上げましたように、あく

までも市民と協働で進めていただきたいわけですし、ただ基盤をつくるというところに市がやはり

かかわってないと、なかなか民間は先導して動くというわけにはいきませんので、一度やはり基盤

づくりには市が率先していただきたいというふうに思うわけでございます。 

次に、２番目の当面の財政の見通しと対策についての、(1)の国と地方の税制の実情と今後の見

通しについてでありますけども、国の三位一体の改革は地方分権を推進する改革と言われておった

わけですが、国の財政再建の論理が先行して、地方分権の意思が感じられないという批判があるわ

けですが、市としては、これをどのように受けとめていらっしゃいますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

国の三位一体の行政改革ですけども、やはり国の財政を立て直す、国の膨大な８００兆円と言わ

れる借金を返すということで、国の方からそういうような三位一体の行政改革が出てきたと思って

おります。 

そういう点で、特に補助金並びに税源もそうですし、交付税もそうなんですけども、改革をすれ

ばするほど、言うなれば税収の少ない地方の小さい都市には、非常に厳しいということだと思って

おります。 
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国ベースでは補助金もそうですし、それから税源移譲ということで税源と交付税、大体金額的に

は増減を同額にしましても、地方の小さい都市にとっては、いわゆる現在、税収よりも交付税の多

いところについてはだんだん苦しくなると。そういう状況が、ますます鮮明になってきたんではな

いかと思っております。当然、当市もそのような状態で、非常に財政的には厳しいというふうに感

じております。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

１１月２９日の新聞報道なんですが、２００８年の税制改正に向けて与党がふるさと納税を創設

することで一致したと。民主党の税調も反対しない見通しであるから、実現する可能性は高まった

というふうに報道されているんですが、このふるさと納税ですね、納税者が居住地以外の自治体に

納税する場合は寄附をしたものとみなし、居住地に納税する住民税を軽減するものですとのことな

んですが、この辺は非常に市としても、もし実現されればかかわりが出てくるわけなんですが、こ

の辺の情報をどう受けとめていらっしゃいますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

ふるさと納税については、新年度からやる方向だということでは情報に接しております。 

ただ、制度設計はこれからだということでありますので、その辺の制度設計。例えば申告の方法、

それから送金の方法、それから縁故関係、寄附できる市町村は当人との縁故関係なのか、それとも

フリーなのか。そういうもろもろの制度を見てみないと、当市に対する影響と言いますか、その辺

がなかなかわからないというのが実態であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

私は先ほど提案をさせていただきました、ふるさと市民制度の充実ともかかわってきますので、

ぜひ今から、もしそういう制度ができた場合のことを考えて、対応をしておいていただきたいと思

います。 

それから８月２１日の総務財政常任委員会で、平成１９年度の普通交付税の速報値の説明があっ

たわけですが、昨年に比べて約８億円にものぼる減額になると。マイナス１１％ということであっ

たわけですが、その時点でその理由については、はっきりしなかったようなふうに受けとめてるん

ですが、他市町村に比べて大幅な減額となる根拠、これは判明したもんでしょうか、お伺いしたい

と思います。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

平成１９年度の普通交付税でありますけども、非常に対前年比、大幅な減額になっております。

それで今、県の方と一緒になりまして、私らもその辺の原因を究明をしてるとこなんですけども、

交付税の積算には膨大な資料があるんですが、ただ、その資料は１つ１つ精査をしましても誤りが

ないと。数字的なり資料的には間違いはないというとこなんですけども、じゃあうちだけ何でとい

うことですね。数字の上では間違いないとした場合、じゃあ新潟県内の中で、うちと柏崎、小千谷、

長岡、この４市だけが飛び抜けて減額なのかということで、それぞれ長岡、柏崎、小千谷につきま

しては、中越地震との関係がありまして、その辺が大体県の方も一応理解と言いますか、説明はつ

くという状況であります。そうしますと糸魚川市だけ何でそうなんだということで、その辺につい

ては、まだ県と今やってる最中であります。なかなか数字的な間違いはないとしましても、全体の

中で当市だけが、何でこんなに減額するんだということの今究明を県ともやっておりますけども、

なかなかその辺の原因が出ないというのが実態であります。また近く県の方へ参りまして、その辺

について究明したいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

それから、そのときに新型交付税についてのご説明もあったわけですが、実は私ども先月、政務

調査で総務省へ伺ったわけなんですが、そのときの新型交付税についての説明では、あくまでも算

定方法の簡素化、透明化が目的であると。市町村の財政運営に支障が生じないように、地域振興費

の新設などによって影響額を最小限にとどめたい。 

今年度の場合は、地方にとってはプラスの自治体が多いという説明があったんですが、どうも糸

魚川市の場合、これもマイナスのようなご説明があったんですが、今後心配されるのは、３年後に

は、この方式を交付税総額の３分の１程度を新型交付税に移行したいというような話もあったわけ

ですので、その辺についてはどのように考えておりますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

新型交付税につきましては、その算定を簡易なものにすると、簡素化するということでなったわ

けでありますけども、確かに国の全国ベースで見ますと、ふえるところと減るところということで、

金額的には変わらないかということなんですけども、当市の場合は今、県の方からも通知をもらい

まして、平成１９年度、今年度につきましては２,８００万円の減額になっております。これは県
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下３５市町村のうち９市が減額です。したがいまして、４分の１の市町村がマイナスになっており

ますけども、全国的には７割の市町村が増額になって３割が減額になっておると。そういうことで、

国全体としては平均ベースなんでしょうけども、個々の市町村にとってはプラス・マイナスがある

ということであります。 

したがいまして、今年度２,８００万円の減額でありますけども、今年度は初年度だということ

で、影響額を少なくしたということであります。したがいまして、じゃあ２０年度、２１年度はど

うなるのかということで今推計をしてますけども、その点も厳しい状況であると思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

本間総務企画部長。 〔総務企画部長 本間政一君登壇〕 

○総務企画部長（本間政一君） 

きょうの新聞だと思っていますが、この新型交付税についても、やはり若干市町村によってはい

ろいろ変動があったので、見直しをしたいというようなものが新聞に載っておりましたので、大き

く変動をしないようにしたいというのが国の考えでありますけど、一方では、交付税の算定の簡素

化と言ってたわけですが、なかなか思うようにいかないのが実態で、もう少し検討したいというよ

うな話が出ておりましたので、またそこら辺の推移を見ながら大きく変動がないように、また働き

かけをしていかなきゃならんと思っています。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

わかりました。 

それでは２の総合計画の進め方についてでありますが、平成２０年度から平成２２年度の総合計

画の実施計画の素案、ここでは平成２０年度の一般会計の事業費を、１９年度の計画額より１３億

６,０００万円ほど縮減する方向が示されているわけですが、中身的にどのような方法で縮減を可

能にするお考えなのか、教えていただきたいと思うんですが。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

平成２０年度の予算の編成にも関係しますので、そういう関係だと思いますけども、一般財源が

非常に厳しいということでありますので、やはり財政の健全化ということでは、まず最初には歳出

の削減、縮減、歳出をできるだけ減らすということであります。 

特に当市の場合、県内２０市と比較しましても、予算規模が非常に大きいということで考えてお

ります。そういう点では、予算規模を減らしていきたいというふうに考えております。各歳出の項

目を１つ１つ精査をして、その辺では絞っていきたいというふうに考えております。 

以上であります。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

きのうの畑野議員のご質問にもありましたけども、自治体の財政健全化法で４つの指標の基準値

を決めて、２０年度決算以降、４指標を義務づけをして、１つでも基準値以上ならイエローカード

だと。それから財政健全化計画の策定と、個別外部監査が義務づけられると。それから将来負担比

率を除くいずれかが、再生判断基準以上ならレッドカードだと。ということは、国の関与のもとで

財政再生計画を立てることになるということなんだそうですが、きのう文書が届いたばかりという

ことだったんですけども、１８年度決算で数値が出ていないとすれば、この４指標の基準値に対す

るおよその検討というのは、どの程度でとらえているのかお聞かせをいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

財政健全化法によりまして数値が示されたわけでありますけども、実質赤字比率、それから連結

実質赤字比率なんですけども、もう１つは実質公債費比率であります。 

実質公債費比率につきまして申し上げますと、早期健全化基準ということで、２５％が示されま

した。それから財政再生基準ということで、３５％が示されております。実質公債費比率ですけど

も２５％なんですが、当初の私らの予想では１８％であったんで、当市は今、１８年度決算で

１７.８％ということで、１８％に近いということで非常に危機感を持ってたんですが、どういう

わけか国の方では、早期健全化基準の率を２５％に設定をしたところであります。 

恐らく全国の市町村、非常にこの実質公債費比率が高くなっているということではないかなと、

その辺を反映したのではないかなというふうに考えております。今のところ相当皆さん、全国的に

は高くなっておるということで聞いておりますので、国の方が今そういうことで、２５％に設定し

ました。 

それでうちの方、計算式も変わりましたので、もう一度、実質公債費比率を算定をし直ししなき

ゃならんと思っておりますけども、１７.８％については０コンマ何とかというのを前後するだけ

ですので、２０％とか２５％という数字にはならないということで考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

それから、平成２０年度の予算編成に当たって市長から部・課長の方への通達、この中で財政危

機宣言一歩手前の大変厳しい財政状況下であると、こういうふうに言われておるんですが、この財

政危機宣言とは、具体的にどのような状況になったときに宣言せざるを得ないのかどうか、この辺

もお伺いしたいと思いますけど。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

２０年度の予算編成方式ということで去る１０月１５日に、市長から各職員に通知をさせてもら

っております。その中では、財政危機宣言一歩手前の大変厳しい財政状況だということで、そうい

うことで周知をさせてもらっております。 

実際、財政危機宣言一歩手前に近い状況ですけども、今後、予算編成をしていく中で、編成等で

立ち行かなくなるとか、そういう状況になった段階でなるということで考えております。ただ、今

まだ予算編成はこれからですので、その辺の推移を見て、理事者とまたいろんな相談をしていきた

いと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

財政危機宣言はともかくとして、財政健全化対策に力を入れて各種対策の実施状況等の情報を公

開する。やはり市民に理解と協力を得られるよう努力をしなきゃならんと、先ほどもおっしゃると

おりですが、市民にわかりやすい情報の提供と協力、この辺については、具体的にどのように考え

ておりますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

今財政状況については、広報によりまして３月に予算の概要、それから１０月に決算の概要とい

うことで周知をさせてもらっております。その中では予算の概要、それから決算の概要だけでなく

て、財政的にはどういう状況かということで借金の額とか基金の額とか、そういうものも踏まえて

やってるわけですけども、それだけでは非常に不十分かなというふうに考えております。 

そういう点では年に１回もしくは２回ほど、財政状況というものを焦点にしまして、予算・決算

だけでなくて財政状況に絞って周知をしたいと、広報したいというふうに今現在、計画をしてると

ころであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

じゃあ３番目の効率的な行財政運営についてお伺いしたいと思うんですが、平成２０年度に向け

て非常に厳しい財政を説明する中で、歳出の１５％の縮減が必要だという市の情報が、市民にも伝
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わりつつあるようですね。 

中でも各種事業費とか補助金に直接関係する市民の間から、心配される言葉も出ておるわけです

けども、その多くは内なる改革として、内部管理経費の節減を強く要望する声、要求する声という

のがあるわけです。というのは、まず市役所みずから身を削ってほしいという声なんですね。例え

ば職員数、あるいは人件費、行政組織の見直しなど、この辺の注文というのは結構耳にしておりま

すが、特に、歳入がこれからも毎年大幅に減額になってる状況を見ますと、これらを牽制した総合

計画の実施計画なんかも、また行革の実施計画なんかも、見直しの見直しが必要と感じております

が、この辺のとらえ方はいかがでございますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

本間総務企画部長。 〔総務企画部長 本間政一君登壇〕 

○総務企画部長（本間政一君） 

全体的には行政改革の中で取り組んでいるわけですが、やはり今議員が言われましたように行政

の取り組みが遅いとか、なかなかぬるま湯じゃないかというような、あるいは職員の給与のことに

ついて、あるいは定数のことについても、さまざまな機会でいろんな意見をお聞きをしております。 

やはり行政としましても着実にこの行政改革をするということで、重点課題等を上げてきました

ので、そのことをはっきり正しく早く進めることが、一番だと思っていますので、そのことに重点

を置きながら進めて、市民の理解を得るようにしていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

渡辺議員。 

○４番（渡辺重雄君） 

難問山積の中でございますが、「さわやか すこやか 輝きのまち」と、これを演出する平成

２０年度の糸魚川市の予算に期待しまして、私の一般質問を終わります。 

ありがとうございました。 

○議長（五十嵐健一郎君） 

以上で、渡辺議員の質問が終わりました。 

関連質問なしと認めます。 

１３時１０分まで暫時休憩いたします。 

 

〈午後０時２２分 休憩〉 

 

〈午後１時１０分 開議〉 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

次に、新保峰孝議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 〔２９番 新保峰孝君登壇〕 

○２９番（新保峰孝君） 

私は食育の推進、財政運営と下水道整備事業、市民負担について、乳幼児医療費無料化、原油価

格高騰が農林漁業分野へ及ぼす影響について、この４点について米田市長の考えを伺いたいと思い

ます。 

１、食育の推進について。 

文部科学省は、学校給食の目的を栄養改善から食育に転換する方針を固め、早ければ来年の通常

国会に学校給食法の改正案を提出するとの報道がなされております。ご承知のように学校給食は教

育の一環でありますが、それをさらに食育という形で発展させ、法的に位置づけるものであります。 

食育基本法が制定されて２年経過いたしましたが、生産現場においても家庭においても、あるい

は自然環境を見ても、食をめぐる状況は依然厳しいものがあります。このようなとき学校において、

食材の生産者である農家がどのように栽培し、それがどのように調理されて給食として出されるの

か。食を取り巻く人たちの連環を知ることは大変有意義なことと思います。同時に、心と体の発達

にとっても、生きた知識と知恵を身につけるという点や、環境問題を考える上からも農体験、農業

の果たす役割は少なくないと考えますので、学校においても積極的に推進していただきたいと考え、

質問するものであります。 

(1) 食育のめざすものは何か。 

(2) 取り組みの現状はどうか。 

(3) 今後の計画と課題についてはどうか。 

(4) 食材購入の現状と安全安心、生産者の顔の見える購入への改善策。 

(5) 教職員、栄養士、調理員への徹底、及び人員配置はどうか。 

(6) 農体験、食体験と農家との共同はどうか。 

(7) 生産者の側から食育を支える有機栽培技術等の普及推進はどのように行われているか。 

(8) 学校と家庭、地域との連携が必要と考えるがどうか。 

２、財政運営と下水道整備事業、市民負担について。 

(1) 国の財政指標の内容が明らかになってきておりますが、どのように受け止めているか。 

(2) 下水道整備事業に対する一般財源からの繰り入れをなくしたいという意向のようでありま

すが、市民負担が増やされている中で、どのように考えているのか。 

(3) 市民負担を増やそうとする前に、不要不急の施設整備の見直しや法人市民税の不均一課税

見直し等、やるべきことがあるのではないか。 

(4) 大野地区合併処理浄化槽排水処理の方法については、どうなっているか。今後の山間部整

備の先進事例にしていく必要があるのではないか。 

３、乳幼児医療費無料化について。 

(1) 新潟県は、入院についての助成を小学校６年生まで拡大いたしました。糸魚川市も入院に

ついては助成対象を小学校６年生まで拡大いたしましたが、通院についても６年生まで拡大

できないか。また、所得制限をなくすべきではないか。 

(2) 実施するとしたら財源はどれだけ必要か。 
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４、原油価格高騰が農林漁業分野へ及ぼす影響について。 

(1) 原油価格高騰が石油製品の値上がりをもたらしておりますが、農林漁業等への影響はどう

か。 

(2) 対応策はどうか。 

以上、１回目の質問といたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

新保議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の食育の推進のご質問につきましては、この後、教育長から答弁いたしますので、よろし

くお願いいたします。 

２番目の１点目、国の財政指標につきましては、昨日、畑野議員、本日、渡辺議員にお答えした

とおりであります。 

２点目の下水道事業会計への一般財源の繰り入れにつきましては、基準外の繰り出しが年々増加

の傾向にあることから一般会計を圧迫している状況でありますが、一般会計からの繰り出しをゼロ

にすることはできないと考えておりますが、受益者負担の原則に基づき下水道使用料の見直しを検

討してまいりたいと考えております。 

３点目の市民負担に対する考え方につきましては、市の財政も大変厳しい状況を迎えており、現

状のサービス水準を確保するためには適切な市民負担、受益者負担もお願いする必要があると考え

ております。 

昨日、畑野議員にお答えしたとおり市の財政状況やすべての行政サービスとあわせて、下水道使

用料についても理解いただけるよう、市民の皆様方にご説明を行っていきたいと考えております。 

また、施設整備については、毎年実施計画や予算編成時に施設の必要性や財源、建設年次などを

検討の上、事業を進めているところであります。 

なお、法人市民税については、合併調整によって５年間の不均一課税となっております。今後、

課税率について検討する考えであります。 

４点目の大野地区の合併処理浄化槽排水処理の方法につきましては、設置申請がされた工事ごと

に用水管理組合、地元の関係団体と排水先について協議を行ってまいりました。現在、排水路の全

体整備計画を策定すべく、地元の区の皆様方と協議を行っております。調査もまた進めていきたい

と考えております。 

また、他の山間部におきましては、各地域の状況により検討してまいりたいと考えております。 

３番目の乳幼児医療費無料化の１点目、助成対象年齢の拡大につきましては、議員ご指摘のよう

に入院の助成対象年齢を１０月１日から拡大したところであり、通院についての引き上げは、今後

の課題と考えております。 

また、所得制限の撤廃につきましては、負担能力のある家庭には応分の負担をしていただく必要

があると考えており、現段階では制限の撤廃は考えておりません。 

２点目の財源につきましては、２,５００万円ほど必要になると見込んでおります。 
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４番目の原油価格高騰の１点目、農林漁業への影響につきましては、生産者と漁業者の声をお聞

きしたところ、原油高騰により経営にも支障が出始めているということであり、今後の状況によっ

ては、さらには深刻な問題となることも考えられますので、注視してまいります。 

２点目の対応策でありますが、国・県の動向を見定めながら、現段階では認定農業者や林業経営

者、並びに漁業関係者の経営相談などを実施してまいります。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もございますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小松教育長。 〔教育長 小松敏彦君登壇〕 

○教育長（小松敏彦君） 

では、私から１番目の食育の推進についてのご質問にお答えいたします。 

１点目の食育の目指すものにつきましては、食は私たちが生きていくために当然欠かすことので

きない命の源であります。食育により健全な食生活の実践を図ることは、心身の健康増進と豊かな

人間形成を目指すものと考えております。 

２点目と３点目の取り組み状況、及び今後の計画と課題につきましては、さきに松田議員のご質

問にもお答えいたしましたが、小中学校、保育園、幼稚園で取り組んでおり、今後、家庭や地域の

関係者との結びつきを強化することが課題と考えております。 

４点目の食材購入につきましては、保育園、幼稚園及び学校給食では食育推進の観点から、関係

団体等のご協力をいただいて、可能な限り地場産物の使用に努めているところであります。 

５点目の教職員、栄養士、調理員への徹底、及び人員配置でありますが、各学校では食育担当職

員を中心に、学校の教育体制で食育を推進しております。また、学校栄養職員は、現在、市内に

７名配置されており、児童生徒への指導や教職員、調理員の相談助言に当たっております。 

６点目の農体験、食体験でありますが、多くの学校で農作業や栽培活動の活動を行っており、状

況により地域の農業者へ指導の協力をお願いしております。また、生産者と学校が連携して、地場

食材を利用した給食交流会を実施している学校もございます。 

７点目の有機栽培技術の普及促進につきましては、生産者の方々は農協や関係機関と連携を図り

ながら、化学肥料や農薬を減らした栽培方法の普及、定着と、生産履歴の記帳促進に努めていると

伺っております。 

８点目の学校と家庭、地域との連携についてですが、小中学校での食育を推進するためには、各

家庭や地域との連携は欠かせないものと考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 

まず、食育を推進していくための人員配置について伺いたいと思います。 

２００５年度に導入された栄養教諭の役割について、学校教育法の改正により明記するというこ
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とでありますが、その職務内容は報道によりますと、１つは栄養管理、いま１つは食育に関する学

校全体の計画づくり、そして一般教員への指導、地域や家庭などとの連携などを担うというふうに

なっております。現在の市内の小中学校で、市の臨時職員１人を含めて７名体制で、これがやって

いけるのかどうか、まずこの点について伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

月岡学校教育課長。 〔教育委員会学校教育課長 月岡茂久君登壇〕 

○教育委員会学校教育課長（月岡茂久君） 

栄養職員が７名体制で、今後も実施できるかということでございますが、定数と言いますか国の

基準でいきますと、５名が糸魚川市の配置基準でございます。県から加配１名、そして市単独で

１名と、２名の人材を加配していただいております。したがいまして、現段階では、この体制でい

けるかと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 

現在、これまでの質問の答弁の中で、モデル校を決めて、その実践をしてるところだと。そうい

う実践を含めて、ほかの学校においてもその経験を生かしながら、平成２１年から全体でやってい

きたいと。 

この学校給食法ですね、給食の方の位置づけがきちんとなされて、どういうことをやっていくか

という、そういうふうになった段階で、今やっていることをそのまま移行して、これで対応できる

のかどうか。今よりも、もっと栄養教員なりのそういう仕事がふえるんでないかなというふうに思

うんですよ。 

食育の先進市では大体学校に１名、今までですと栄養士を配置してやっているというところもあ

ったわけでありますから、そういう点では本当に大丈夫なのかなという気がするんです。いかがで

しょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小松教育長。 〔教育長 小松敏彦君登壇〕 

○教育長（小松敏彦君） 

学校給食法そのものが、ようやく改正の緒についたばかりでございます。検討項目は示されてお

りますけれども、その内容については、今のところまだ私どもも承知しておりません。 

先ほども課長から申し上げましたように、まだ新潟県でも栄養教諭の位置づけというのは、現在

のところ明確になっておりません。そういった動静を踏まえますと、今、課長からも申し上げまし

たけれども、本来ですと糸魚川市内、栄養職員の配置定数というのは５人なわけですけれども、県

の増員１名をいただき、そして市内で単独で１名の雇用を行い、７名体制でぎりぎりやっているわ

けです。 

今後、ますます栄養関係の食育を進めるに当たりまして、やはりスタッフ、そういったマンパワ
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ーというのは必要になってくるわけですが、それと同時に、現在今２つのモデル校を指定しまして、

その内容の研究を行っております。そういったことで、それが一般教諭に波及することができれば、

実質的な効果は今後期待できるのではないかと、このように考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 

その支える職員の体制、スタッフですね、ぜひそういう点についても、これから状況を見ながら

充実させるように取り組んでいっていただきたいと思います。 

それで、地域で生産された食材を使うということで、生産者の顔の見える購入への改善策という

ことでお聞きしたいんですが、現在、能生地区においては生産者が学校給食センターへ納入して、

それぞれの例えば学校のある地域に納入している生産者が学校へ行って、給食会に出たり話をした

りという形でやられているんでないかと思うんですよね。ですから間接的にも、その地域に農家の

皆さんがいらっしゃる。 

旧糸魚川市、糸魚川地区の場合、そういうふうにやられている例えば下早川小学校のように、地

産地消で先進的に取り組まれている学校においては、そういうふうにやられていると思うんですよ。

しかしそうでないところ、学校ですよね、今までの小売店から食材を入れてるというところにおい

てはどうなのかなと。食材購入の現状、全体的な市内の学校の現状について伺いたいんですが。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

黒坂教育総務課長。 〔教育委員会教育総務課長 黒坂系夫君登壇〕 

○教育委員会教育総務課長（黒坂系夫君） 

お答えをいたします。 

地産地消ということで今お話があったわけですが、その地産地消という、地元から野菜を購入し

ておるという学校については４校ございます。それ以外の学校につきましては、いわゆる直接学区

で納入していただける生産者の団体がないということの現状がございまして、個々の学校の地元の

いわゆる糸魚川産の野菜等の購入につきましては、現在、青果市場を通しまして、それで学区に生

産団体がないところでも糸魚川産の野菜が食べれるようなことでお願いをしております。 

具体的には、学校での献立において必要量を青果市場の方にお願いをしまして、そして当然、そ

れを納入いただきます各商店の皆様にもお知らせをして、そしてその時々に地元の糸魚川の野菜を

仕入れていただいて、学校の方で使っているという状態でございます。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 

地元の野菜等を使うという点では、今言われたとおりだと思うんですが、やはりこの食育という

のを考えた場合は、そこに農家、つくっている生産者の顔を見えるというのが、１つは大事なんで
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ないかなと思うんですよね。そういう点で、今、生産者のグループがないということを言われまし

たんですが、そういうことも当然、農業の面から考えて推進していかなきゃならんと思うんですが、

購入する側、学校の側でも、そういう改善の努力というのを関係者の間でやっていかなきゃならな

いんでないかなと。 

地産地消のときもそうだったと思うんですね、取り組みの一番最初は。そういう点では、そうい

う努力も必要だと思うんですが、現在、そういうふうに直接学校に農家から農産物、食材ですね、

食材を購入していない、納入されていない学校についての、これからの納入の改善策ということに

ついて、やはり努力していかなきゃならんと思うんですが、その点についていま一度お聞きしたい

んですが。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

黒坂教育総務課長。 〔教育委員会教育総務課長 黒坂系夫君登壇〕 

○教育委員会教育総務課長（黒坂系夫君） 

お答えをいたします。 

私どもとしては、やっぱり今度は農林水産課との連携の中で、いかに地域の中でそういう団体の

皆様からご協力をいただけるかということをお願いをし、その実現に努めておるところでございま

す。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 

大野小学校のように一部からでも始めて、それが広がるような形でぜひ今の努力を強めていただ

きたいと思います。 

そこで先ほどもございましたけども、この食育を進めていく上で給食の方式、センター方式の場

合は先ほど言いましたように、間接的であっても地元に生産者の方がいると、顔が見える。しかし

青海中学校の場合、全体の中でこの１校だけ、そういうセンター方式でもない、自校方式でもない、

そういう委託のような形でやられている。どうしても、これは食育という点、こういう面を進めて

いくとすると、非常にこれは形としてはうまくないんじゃないかなと、やっぱり改善していった方

がいいんじゃないかなというふうに思うんですね。 

ちょうどこの法律も変わってくるわけでありますから、この際、私は自校方式を検討したらどう

かと思うんですが、今の段階ではこういうことはもう不可能ということですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

黒坂教育総務課長。 〔教育委員会教育総務課長 黒坂系夫君登壇〕 

○教育委員会教育総務課長（黒坂系夫君） 

お答えをいたします。 

先ほど松田議員のご質問にもお答えいたしましたとおり委託をしてきた経過、いわゆる委託先の

方で、特別ないところに新たな設備投資もされたという経過もございますので、その点も踏まえま
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すと、現時点では委託方式で、このまま当面継続したいという考えでございます。 

確かに地産地消ということになりますと、今、そういうご指摘のような課題はございますが、食

育全体の中ではやっぱりこの委託方式といえども、これは食育の１つの重要な材料として、やっぱ

り活用できていけるものだというふうには思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 

ちょっと内容をお聞きしたいんですが、青海中の献立というのは、どういうふうにされているの

か。栄養教員ですか、栄養士さんですかね、そういう担当の方が会社の方へ毎月届けているのか、

どういうふうにされているのかお聞かせ願えますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

黒坂教育総務課長。 〔教育委員会教育総務課長 黒坂系夫君登壇〕 

○教育委員会教育総務課長（黒坂系夫君） 

お答えをいたします。 

当課に担当の栄養士がおりますので、その職員が献立をつくり、そして委託先の方へその献立を

指示をして、指導に当たっておるという現状でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 

生産者の顔が見える食育という点では、やはりこの点は私は改善していった方がいいと。この際、

自校方式にしていった方がいいと思いますので、今後ぜひ考えていっていただきたいと思います。 

食材購入の関係でいま１つ伺いたいんですが、できるだけ私は農家、生産者の顔が見える形にし

ていっていただきたいと思うんですが、それでもその前の段階で、食材購入で既にもう店をやめて

おられるという、そういう方も学校に納入しているという、そういうことはございませんですかね。

もしあるとすれば、この際、改善すべきは改善した方がいいんでないかというふうに思うんですが、

いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

黒坂教育総務課長。 〔教育委員会教育総務課長 黒坂系夫君登壇〕 

○教育委員会教育総務課長（黒坂系夫君） 

今ご指摘のような点については、ちょっと私どもそういう業者さんがおられるということは聞い

てはおりません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 



－ 261 － 

＋ 

○２９番（新保峰孝君） 

全体をよく見られて、改善すべきは改善していただいた方がいいんじゃないか。特に青海地区の

方は、そういう点はよく話を聞かれた方がいいんでないかと思いますので、お願いしたいと思いま

す。 

学校と家庭、地域との連携の取り組み、そういう点でも取り組まれているということであります

が、具体的にそういう取り組みがどういうふうな形で行われているか。今後、行われている学校と

そうでないところ、今後どのようにふやしていくかという点について、お聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

月岡学校教育課長。 〔教育委員会学校教育課長 月岡茂久君登壇〕 

○教育委員会学校教育課長（月岡茂久君） 

ほとんどの学校には、学校保健委員会という地域の校医さんとか歯科医さん、それから区長さん、

ＰＴＡの皆さん、それから児童生徒等が一堂に会しまして、健康についていろいろと話し合い、自

校の課題を解決しております。これが最も連携の部分かなと思います。 

実際に取り組んだ中には、朝食レシピをつくろうとか、郷土料理について親子クッキングをやろ

うと、こういう例が幾つもございます。このようにして連携を広げ、また給食だよりとか、ＰＴＡ

のつくった早起き朝ご飯、そういうのを進めようと、そういうのが行われております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 

家庭、地域との連携の中で、特に基本的な食習慣と言いましょうか、朝食を食べる、学校で給食

を食べる、夕食もきちんととる、ぜひそういうこともきちっとなるように、今後とも力を入れて取

り組んでいっていただきたいと思います。 

生産者の側で安全安心の食材を提供するということで伺いたいんですが、現在、有機栽培の認定

を受けてる農家というのは、市内にはないというふうに伺っているんですが特別栽培米、特栽米と

かエコファーマーとかあると思うんですが、そういう点はどういうふうになっているか、お聞かせ

ください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

早水農林水産課長。 〔農林水産課長 早水 隆君登壇〕 

○農林水産課長（早水 隆君） 

お答えいたします。 

完全な有機栽培というのは糸魚川市では行っておりませんけども、少しでも環境にやさしい野菜

をつくりたいという中から、エコファーマーという制度が新潟県の認定でありまして、その制度に

乗っかっていただくために、皆さんから一人でも多くの方からエコファーマーになっていただきた

いということで、活動をやってきたわけでございますけれども、２年前、平成１７年の段階ではエ

コファーマーについては非常に少なかったんですが、１７年度は３名の方のエコファーマー、これ



 

－ 262 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

は面積にしますと２ヘクタールで水稲のみでございました。 

ところが、ことし２年たって平成１９年度については、延べ９５名の方からエコファーマーに認

定をされております。この内容については、水稲の方が主でございますけども、そのほかに越の丸

ナスをつくっている方、あるいはメロンをつくっている方、皆さんを合わせまして計９５名の方か

ら認定をされております。面積にしましても、８１町歩ぐらいの面積に拡大している状況でござい

ます。 

今後についても、もっともっと皆さんからエコファーマーになっていただいて、特別栽培米等を

つくっていただきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 

現在は、丸なすとメロンと米が対象品目ということでありますけども、この農薬とか化学肥料を

減らすという、その標準をつくるのが大変だということで、なかなかそのほかの品目に広がってい

ないという点もあると思うんですが、もっと対象品目を広げて、当面と言ったらちょっと語弊もあ

るかもしれませんけども、県認定のエコファーマーのような形からでも、もっと安全安心の食材を

届けると、そういうふうに取り組んでいっていただきたいと思うんですが。 

それと同時に有機栽培技術、それは農薬を減らすとか、それから化学肥料を減らすということな

んですが、それとはまた別にやっぱり有機栽培技術の普及と関連するわけですけども、そういうも

のも必要でないかなというふうに思うんですが、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

早水農林水産課長。 〔農林水産課長 早水 隆君登壇〕 

○農林水産課長（早水 隆君） 

お答えいたします。 

確かに全面的に有機栽培をやれば一番いいわけでございますけども、そうすることによって付加

価値も上がるということもありますけども、実際問題、そうなりますと相当手がかかると言います

か、作業的には非常に大変になるもんですから、その辺は、そうは言いながら農協、あるいは検討

しながら、いろんな意味で生産組合の皆さんとまた話をしながら、前へ進められるものなら進めて

いきたいですが、なかなか現実には難しい問題があると思いますけども、いろんな面で、いろんな

場所で、そういったものについてのまた話をしていきたいなというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 

財政運営の関係で伺います。 

総合計画をつくったときと、現在、国が新しい財政指標を出しましたけども、どういうふうに違

ってきてるかという点について伺いたいんですが、全く総合計画をつくったときと変わりないのか
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どうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

総合計画のときも財政計画をつくらさせてもらったわけですけども、それ以降の関係で言います

と、まず、地方交付税がそのときの見込みよりも減少が大きいということで考えております。それ

から、税源移譲もあったということで考えております。そういう点で、もう一度、財政計画につき

まして一応見直しをしたいということで考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 

私がこれまでも一般質問でもいろいろと言ってきたところでありますけども、できるだけ市民負

担をふやさないで、この大変な財政状況を乗り切っていただきたいというふうに考えております。 

そういう点で、今、能生の生涯学習センターの関係で、能生体育館は１９７４年に建設で３３年

経過しておりますが、糸魚川中学校の体育館は１９５３年、鉄筋コンクリートで建設されて５４年

経過してるんでないかなというふうに思うんですが、もし違ってたらご指摘ください。 

糸中の場合は改築の要望が出されておりますけども、特にトイレのあたりとか、まだ行われてお

りません。耐震診断は２００４年に２７８万円かけて行っております。法定の耐用年数は、鉄骨鉄

筋、または鉄筋コンクリート造りの体育館用の施設は、４７年になっていると思うんですよね。糸

中の体育館は５４年経過していると。能生の体育館は、払い下げを受けたものということでありま

すけども３３年経過と、法定耐用年数は４７年。どちらを先にやるかといったら、一般的に言えば

糸中の体育館を先に改築するというのが、これはだれしも考えてそう思うわけですよね。私はこう

いうことも、よく考える必要があると思うんですね。 

使えるものはやはり使って、市民負担をふやさないと。能生の生涯学習センターの場合で言えば、

私は今もしできるんであれば、必要なのは駐車場用地の確保でないかなと。そちらの方が、今のう

ちにもし協力してもらえるのであれば、隣地の方を先に確保しといた方が、この先、この体育館と

いっていつまでもずっと使えるわけでありませんから、いつかは改築しなけりゃならない時期が来

るわけでありますから、先に何をやるかと。市民負担をできるだけ少なくやっていくためには、ど

うするか。将来を考えてやっていくという点では、その方がいいんでないかというように思うんで

すが、この点についてはどのようなお考えなのか、伺いたいんですが。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 



 

－ 264 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

総合計画の実施計画の段階で申し上げますと、糸中の体育館につきましては昨年策定した実施計

画、１９年度から２１年度までの３カ年の実施計画では、平成２０年度に実施設計をして、２１年

度で建設をする今予定で計画的にはなっております。 

それから能生の体育館ですけども、合併の新市建設計画では生涯学習センターということで、新

市建設計画にありますけども、現時点では、地域とどうするかということで協議をしてますけども、

実施計画には、まだそれは上がってないというところであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 

使えるものは使うと。そういう形で見て、見直していく必要があるんでないかということを言っ

てるわけです。今、本当に必要なところに予算を回すと。そういう将来を見ながら、そういうやり

方をしていく必要があるんでないかと思うんです。 

これも前に言いましたけども市民会館、これは総合計画の後期の部類に入るんでないかと思うん

ですが、今度は市民文化プラザという計画がありますが、これも１９７４年建設で３３年経過して

おりますけれども、法定耐用年数は民間の場合、５０年ということであります。ですから、こうい

う大きな事業を見直して、市民負担をふやさないということが大事なんでないかと思うんですよ。

ぜひそういうことを考えて、やっていっていただきたいと。 

いま１つは、先ほども答弁がありましたけども法人市民税、これも本当に財政が大変であるんな

らば、５年間ということじゃなくて、前倒しで見直してもいいんでないですか。今、糸魚川地区で

１４.７％でしょう、能生で１４.５％、青海地区１２.３％になっているわけです。どちらに合わ

せるかというのもあるんですが、高い方に合わせるか、低い方に合わせるかというのもあるんです

が、財政を何とかやりくりしていこうということになれば、やはり高い方に合わせるしかない。そ

れを前倒しでやっていただければ、いいんでないかと思うんですけども、これはどうですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

本間総務企画部長。 〔総務企画部長 本間政一君登壇〕 

○総務企画部長（本間政一君） 

法人税率につきましても合併協議の中での一定の形が出てきておるわけです。新保議員から今そ

ういう提案がありますが、今後の課題だろうと思っています。まだそこまでの、そういうお話をす

る段階に来てるのかどうかというのは、もう少し状況を見きわめながらいかなきゃならんと思って

いますが、あくまでも基本は合併のときの条件、あるいは合意というものがあるわけですので、そ

こを基本として、いろんなことを進めていかなければならないというふうに認識をしております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 

市民負担をふやさないように努力していただきたいと思います。 
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大野地区の合併処理浄化槽の関係ですけども、私はこれは水循環の考え方で取り組む必要がある

んでないかというふうに思うんですね。公共下水道の浄化センターの排水であろうが、農業集落排

水の処理水であろうと、合併処理浄化槽の排水であろうと、年間を通して水が流れなければ水循環

にならないんですね。その上で、川の水をいかにきれいにするかという取り組みを行う、そういう

ふうに考えなければいけないんでないかと思うんですよ。この基本的な考え方について、いかがで

すか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

細井ガス水道局長。 〔ガス水道局長 細井建治君登壇〕 

○ガス水道局長（細井建治君） 

お答えをいたします。 

今ほどの新保議員のご質問でございますけれども、ご存じのように大野地区につきましては、平

成１５年度に従来ございました特定環境保全公共下水道で整備する予定を、合併処理浄化槽で整備

する形に変更させていただいております。 

その時点でも、地区並びに議員さんの方にお諮りをさせていただいてあるわけでございますけど

も、現在、その補助対象事業で市町村型を整備しておるわけでございますけれども、補助基準がご

ざいまして、一般廃用品ＢＯＤが２０ｐｐｍ以下の一般用のものが、補助対象という形で今指定さ

れておりまして、高度処理という形も出ておるわけでございますけれども、現在、それが対象にな

ってないということでございます。 

大野地区の問題につきましては、用水が排水を兼ねているという現状がございまして、先ほども

お答えさせていただきましたように、地元の方からも何とか抜本的な整備計画を立案して、放流先

の水路の水質向上に何とか努められないかと、こういう要望が参っておりますので、年度末を目標

にこの辺の整備計画を立てて、地元の方と放流先の水質が保全できるような形のものに努力してま

いりたいと考えております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 

合併処理浄化槽の性能調査を、これを続けていると思うんですけども、少なくとも竹ケ花の浄化

センターの協定レベルの機種ですね、ＢＯＤで３ｐｐｍ以下、ＣＯＤで１０ｐｐｍ以下ですね、塩

素濃度０.５ｐｐｍ以下というのが、その協定の内容なんだけども、このぐらいの機能の合併処理

浄化槽を、皆さんのお宅に普及していくと。そういうことをやらないと、いけないんじゃないかと

思うんですよ。その上で処理水をさらに、前にも高浪の池でやられてますけども、炭でさらにその

処理水を浄化すると、そういうことが検討できないか。大野に当てはめて、そういうことができな

いかと思うんですが、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 
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細井ガス水道局長。 〔ガス水道局長 細井建治君登壇〕 

○ガス水道局長（細井建治君） 

お答えをいたします。 

今ほどのご提言でございますが、当然、河川を管理している河川管理者がございますので、ある

程度の制約があろうかと思ってます。 

それから大野地区だけに限ったことでないわけでございますけども、放流先であります濁澄川、

下大野川が対象になろうかと思いますけども、そういう河川管理者に、炭とかそういう浄化作用が

ある装置を設置ができるかどうか。大野につきましても、放流する箇所が何カ所も出てくるんでな

いかなと今想定してますので、その辺の費用的な問題もあるもんですから、今後ちょっと研究させ

ていただきたいというふうに考えてございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 

大野小学校の生徒はホタルを育てているんでないかと、そういうふうに聞いているんですが、こ

の濁澄川、下大野川の浄化活動に、そういう例えば炭を焼くとか、学校教育の一環としても水質浄

化に一緒になって取り組むというふうな、そういう仕組みづくりも含めて、ぜひ取り組んでいって

いただきたいと、私はそのように考えておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

乳幼児医療費無料化の点についてですが、財源は２,５００万円ほど必要だという答弁でありま

したけども、２００６年度決算、平成１８年度決算の市の一般財源４,２３０万４,０００円でした。

それでことしの平成１９年度の予算では、一般財源は４,１５１万円ということは、それほどいっ

ぱい費用がかかるというふうには認識されていないんでないかなというふうに思うんですよ。なぜ

なら学年が上がるごとに病院にかかる回数も少なくなってくる、だんだん丈夫になってくる。小さ

いときは病院によく行くとこもあると思うんですが、そういうことがあると思いますので、通院と

いうのもぜひ検討していただきたいと思うんですよね。ぜひ少子化対策の先進的な、そういう市だ

ということでやっていただきたいと思うんですが、いま一度いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小掠福祉事務所長。 〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

子育て支援の拡充という方向で考えますならば、市長も答弁申し上げましたように、いずれそう

いう拡充についての課題であるというふうに思っておりますが、県下の状況等を判断しますと、

１０月１日に入院についてを引き上げた状況でございますので、今の状況におきましては、今後の

課題というふうにさせていただきたいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 
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原油価格高騰の影響でありますけども、実態調査はされているのか伺いたい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

早水農林水産課長。 〔農林水産課長 早水 隆君登壇〕 

○農林水産課長（早水 隆君） 

お答えいたします。 

実態調査については、電話でございますけども、聞き取り調査という形でやらせていただいてお

ります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 

普及センターではハウスのビニールをもう一重ふやして、熱効率をよくするように指導している

というふうなことでありますし、それでもまだ農家の方は厳しく、灯油の仕入れ先を安いところに

かえたり、あるいは出荷時のケースですね、それも値上がりしているんで、費用がかさまないよう

に取引先と相談したり、あるいは、そういう点でもいろいろ自助努力をされていると。急激な値上

がりで、追いつかない状況であると。私は干ばつのときの支援策を参考にして、検討すべきではな

いかと思うんですが、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

早水農林水産課長。 〔農林水産課長 早水 隆君登壇〕 

○農林水産課長（早水 隆君） 

お答えいたします。 

国の方でも農林関係で言いますと、農家や漁業者の運転資金を支援する基金の設立を検討しとる

とか、あるいは糸魚川市でも県単事業というものがございまして、県の補助でございますが、その

中でパイプハウスの断熱改良だとか、あるいは省エネ暖房機の導入に対して補助制度もございます。

そういったものをしてもいいんですけども、また、そういうものを申請してもいいんですけども、

今の段階で、これだけ燃料が高騰しまして、経営を圧迫する中で当然ただではないわけで、５０％

近い負担をして、そういうふうに切りかえるというのは、今の段階ではちょっと難しいような状況

になっています。緊急避難的に、皆さんでは今言われるようにビニールハウスを二重にしたり、あ

るいは現在少しでも付加価値と言いますか、高いとこに売ろうということで促成栽培というのをや

ってるわけでございますが、それを逆に遅らせて抑制栽培に切りかえておると。そういった例もご

ざいますし、シイタケ栽培であれば先ほど言いました、もう１回ビニールシートを二重にしたり、

シイタケ栽培であれば、ふだん２５℃がちょうどいいわけでございますけども、昼間はその温度で

ボイラーをたいて暖房しておりますけども、夜中はいったん暖房を切ると言ったやり方をしたり、

あるいは漁業者の方については、今の段階ではいいんだけども、これから時化が続くわけで、そう

いった段階ではやっぱり出漁の回数を若干減らしていかなきゃならんのかなと、そういった話を聞

いております。 
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そういうことで、地元の皆さんもそれなりの対応をさせてもらっておるような状況の中で、農林

水産業だけが、市として何か負担をするというわけにいかないわけでございまして、他の産業の方

もたくさんおられるわけで、そんな立場で農林サイドだけ云々というわけにいかないもんですから、

その辺は今の段階では静観をしとるという状況でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 

全般的なんですよ。国の方も総合的に対策を検討してるということでありますので、もうじきま

とまって出されると思います。それに合わせて、糸魚川市もやっていく必要があると思うんですよ。 

その中の一部ですけど、糸魚川市の農林水産で施設園芸の関係で言えば冬のイチゴとか、あるい

は花とか、あるいはシイタケもありますし、そういうふうなものを育てていく、育成していくとい

う点では、やはりどうしてもこういう大変なときを乗り切ってもらいたいと。そのための支援策も

考える必要があると思うんですよ。 

ただ灯油だけじゃないんですね。例えばシイタケであれば、それを詰める段ボールが値上りして

ると。春までに３０％ぐらい上げるというふうに言ってるということでありますし、あるいはパッ

クのケースですよね、それももう３０％ぐらい上がってるということでありますから、全体に非常

に大変になっている。そういう中で自助努力してるけども、なかなか全部それを吸収できない、急

激ですので。ですから干ばつ時のような支援策を、検討したらどうかというふうに提案してるわけ

であります。 

先ほどお話がありましたように、これはこういう農林水産業だけじゃありません。それこそ中小

零細企業もそうですし、福祉の現場、学校教育現場等、全般的にあります。国の総合的な対策がま

とまれば、糸魚川市もそれに対応して、それぞれの分野でみんなやっていくと思うんですよ。です

から、そういうものを見据えながら、庁内のそういう対策チームと言いますか、対策本部のような

ものをつくって、やはり国に対しても要望すると。 

一番大きいのは投機マネーということでありますから、そういう投機マネー規制のルールづくり

を要望すると。あるいは、それと同時に市でできることの対応策を、検討するということをやらな

ければいけないんでないかと思います。ぜひ、もうじき国の対策も発表されると思いますので、市

の方も支援策を、早急に実態に応じてまとめて検討されるようにお願いしたい。いま一度いかがで

しょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

本間総務企画部長。 〔総務企画部長 本間政一君登壇〕 

○総務企画部長（本間政一君） 

今、新保議員お話のとおり、国で統合的に支援策を今ようやく、もうじき決められるんだろうと

思っています。そこら辺の動きを見て、市も検討しなきゃならん時期が来てるのかなという感じが

しておりますが、なかなかいろんな幅広い分野で来てるわけですので、そこら辺のやっぱり分析、

あるいは市民の状況というものをいろんなところから見きわめしながら、物事に取り組んでいきた
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いなというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

新保議員。 

○２９番（新保峰孝君） 

ぜひ市民も大変ですので、支援策を検討していただきたいと思います。 

終わります。 

○議長（五十嵐健一郎君） 

以上で、新保議員の質問が終わりました。 

１５分まで暫時休憩いたします。 

 

〈午後２時０７分 休憩〉 

 

〈午後２時１５分 開議〉 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

次に、猪又好郎議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

猪又議員。 〔２０番 猪又好郎君登壇〕 

○２０番（猪又好郎君） 

あらかじめ提出してあります質問通告書に基づいて１回目の質問を行います。 

１、後期高齢者医療制度について。 

平成２０年４月から後期高齢者医療制度が始まるが、その保険料の新潟県の１人当たりの平均額

は年５万３,３０４円である。厚生年金の受給者で年額２０１万円をもらっている人の場合は、年

６万２,６００円と報じられている。 

しかし、新しい医療制度について内容が十分に伝わってこない。 

よって次の項目を伺いたい。 

(1) 後期高齢者を国民健康保険制度から切り離し、新しい制度を創設しなければならない原因

と理由は何か。 

(2) 糸魚川市のこれまでの国民健康保険と老人保健医療制度よりも改善されるところはあるか。 

(3) １人当たりの保険料額は均等割と所得割を加算したものとなっているが当市の均等割はい

くらか、又保険料の平均はいくらか。 

(4) 保険料は何段階に分類されるか。 

(5) 制度のために保険料１割・支援金４割・公費５割の割合で負担することになっているが、

この割合はいつまで維持するのか。 

(6) 保険料について長期病気療養者や低所得者への配慮はなされているか。 
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(7) これまで被扶養者で保険料負担がなかったが、新制度では保険料を負担しなくてはならな

くなる人は何人か。その人たちへの配慮はあるか。 

(8) 年金から天引きされることを拒絶し他の方法で納税することができるか。 

２、地域包括支援センターについて。 

地域住民や地域組織、ケアマネジャーが抱える高齢者支援の悩みや相談を受け付け、支援してい

く中心的存在が地域包括支援センターである。そして、各種サービスが効率的、機能的に提供しや

すく、介護予防事業、地域支援事業への包括的な取り組みがやりやすいような配置が望まれている。 

よって次のことについて伺いたい。 

(1) 地域包括支援センターを４カ所程度の配置を想定しているようだが、その進捗状況はどう

か。設置場所はどこを考えているか。 

(2) 専門的な仕事であり有資格者の確保が難しいと聞くが、確保のための取り組みはどのよう

になされているか。 

(3) 軽度の介護プランを事業所に委託しているが、センターが増設されれば解消できるか。 

(4) 介護予防事業で行った各種訪問サービスで成果をあげたサービスの種類はどれか。又、通

所型サービスの成果はどうか。 

(5) 特定高齢者の人選はできたか、具体的に始まった取り組みはなにか。 

以上で、１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

猪又議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目、新制度を創設する理由につきましては、６月定例会でお答えしたとおり、国の

医療制度改革の一環として、７５歳以上の高齢者を対象にした医療制度を構築することにより、国

民皆保険を堅持し、医療保険制度を持続可能なものとするため、独立した制度として創設されたも

のであります。 

２点目の現在の医療保険制度よりも改善される点につきましては、当市の１人当たり国保税と後

期高齢者医療の保険料を比較しますと年額約１万３,０００円、後期高齢者医療の保険料が低くな

ると見込まれます。なお、医療の給付については、現行の老人保健の水準を維持する内容となって

おります。 

３点目の当市の１人当たり保険料につきましては、保険料は新潟県の広域連合が定めますので、

算定方法は同じとなります。新潟県における均等割は３万５,３００円、所得割は７.１５％で、当

市もこれと同額となります。また、糸魚川市における平均保険料は５万４,１９２円を見込んでお

ります。 

４点目の保険料が何段階に分類されるかということにつきましては、保険料は均等割、所得割に

基づき算定されますので、段階には分類されません。 

５点目の保険運営の財源の負担割合をいつまで維持するかということにつきましては、来年４月

から始まる国の制度でありますので、現段階ではお答えできません。 
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６点目の低所得者等への配慮につきましては、均等割に対し７割・５割・２割の軽減措置があり

ます。 

７点目の社会保険の被扶養者で保険料の負担がなかった人の人数と配慮についてですが、当市に

おける７５歳以上の社会保険の被扶養者は約１,８００人と見込まれます。この人たちへの配慮と

いたしまして、制度開始後６カ月間は保険料を全額免除、その後６カ月間は所得割を免除し、かつ

均等割の９割が軽減されます。 

また、制度開始後新たに加入する社会保険の被扶養者には、加入後２年間は所得割を全額免除し、

均等割を５割軽減することになっております。 

８点目の保険料の天引きを拒否し、他の方法で納税できるかとのご質問ですが、天引きの対象と

なる人はこれを拒否することはできませんので、ご理解いただきたいと思います。 

２番目の１点目、地域包括支援センターにつきましては、来年４月から委託による支援センター

を１カ所開設し、現在の直営と合わせて２カ所になる予定です。将来は４カ所のすべてを委託とし、

糸魚川地域に２カ所、能生と青海地域に各１カ所の設置を予定いたしております。 

２点目の有資格者の確保につきましては、支援センター業務の受託を検討している社会福祉法人

などと協議を重ねて求人情報等を出す一方、個別の情報収集にも努め確保を図ってまいります。 

３点目の介護プランの委託につきましては、仮に地域包括支援センターが４カ所となれば、現状

でのプラン、取り扱い件数には対応ができますが、個別ケースによっては事業所への委託が望まし

い場合もありますことから、委託の形態については今後も必要と考えております。 

４点目の予防給付実績につきましては、平成１８年度では訪問型サービスが８０７人、通所型は

９０８人であり、第３期計画の見込み数と比較して、かなり低い数値となっております。 

また、介護予防事業の成果では、訪問型サービス、通所型サービス、いずれも個々のケースによ

って個人差があり、改善の状況も多様であり、成果を上げたものとして特定のサービスを絞り込む

のは困難であります。 

５点目の特定高齢者の把握につきましては、９月末現在で約３６０人となっております。 

具体的取り組みにつきましては、従前の運動器の機能向上に加えて、新たに口腔機能の向上事業

も１０月からスタートいたしております。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

猪又議員。 

○２０番（猪又好郎君） 

１番目の医療制度から入りますが、まず、来年４月からということでありますけれども、中央の

動き、半年ぐらい動くんじゃないかというような報道がありますけれども、市としてこの辺の情報

を取っていますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

荻野健康増進課長。 〔市民生活部次長健康増進課長 荻野 修君登壇〕 
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○市民生活部次長健康増進課長（荻野 修君） 

お答え申し上げます。 

私どもは新潟県の広域連合に加盟と言いますか、設立構成市町村の中に入っておりますけど、そ

の中で来年４月から実施ということで、その旨で準備をさせていただいており、それに向かって取

り組んでおります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

猪又議員。 

○２０番（猪又好郎君） 

そういう立場で質問をしていきたいというように思います。 

今回、私が同じ質問をしたのは、実は前のときには非常に耳ざわりがいい。きょうもそういうふ

うに聞こえたんでありますが、新しい医療改革のためにできた制度で、高齢者の心身などの特性に

応じた医療体制、こういう言葉でした。これは７５歳以上の高齢者の心身というのは、大体年をと

ってくれば病気になる、しかも長い。そうすれば終末の医療に金がかかると、こういうのが特性じ

ゃないんですかね。 

それから国民皆保険を維持するというのは、年をとった高齢者は金がかかり過ぎるんで、国民健

康保険の金を上げなきゃならん。そうなると払えない人が出てくるんで、保険を維持するためには

年とった人は離してしまう。こういうことから言うと、私もこの前のときにも言いましたけれども、

年をとって金がかかるから、国民みんなの医療保険の中よりも離してしまって、自分たちで金を出

して何とか維持をしようよと。そうせんと医療制度そのものがもたなくなってくる、こういう意味

合いに取れるわけですし、私も前のときにそれを言ったけれども、ああ、同じ認識ですわという話

はなかったんですが。私が今言ったように後期高齢者は金がかかる、だからつくらざるを得ないん

だという、こういう共通認識はできますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

荻野健康増進課長。 〔市民生活部次長健康増進課長 荻野 修君登壇〕 

○市民生活部次長健康増進課長（荻野 修君） 

後期高齢者の心身の特性、それは今おっしゃったように複数疾患であったり、慢性期であったり、

あるいは認知症が多く見られたり、さらに避けることができない終末期というのをやっぱり配慮し

なきゃならんと。そういう中で、後期高齢者の生活を重視した医療というものをどう考えるかとい

う視点の中で、後期高齢者の診療体系も踏まえて、こういう形も一方では組んだんだろうと考えて

おります。 

また、我が国の医療と言いますか、これはだれもが公的な医療保険制度に加入し、保険料を納め、

医療機関で被保険者証を提示することにより、一定の自己負担で必要な医療が受けられるというふ

うな、今おっしゃったような国民皆保険制度を採用しておりまして、平均寿命の高い保険医療水準

というのも一方であるわけであります。 

こういう中で、来年４月から後期高齢者医療制度、これについては少子高齢化に伴い、高齢者の

医療費を社会全体で支えるということで、その人たちだけということでなくて、社会全体で支える
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という形をもって、高齢世代と現役世代の負担を明確にして公平でわかりやすいものにする、ある

いは将来にわたり国民皆制度を堅持すると、こういうふうな形でつくられたものと認識しておりま

す。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

猪又議員。 

○２０番（猪又好郎君） 

この新しい医療制度というのは、高齢者の医療の確保に関する法律というものが新しくできて、

こういう制度を創設したんだよということなんだそうでありますが、ただ、その法律の中のことを

見ていきますと、新たな診療報酬体系というのができているんですよね。 

この中で、特に重点的に配慮すべき事項として４つ上げられてます。 

ターミナルケアのあり方についての、国民的な合意の形成を踏まえた終末期医療の評価。 

２番目に、在宅における日常的な医療管理から看取りまで、常時一貫した対応が可能な主治医の

普及。 

３番目に、在宅での看取りまでの対応を推進するための医師、看護師、介護支援専門員、訪問介

護員などの連携による医療、介護サービスの提供。 

４番目に、在宅医療の補完的な役割を担うものとしての入院による包括的なホスピスケアの普及。 

こういう体系ができてくるということは、まず金がかかり過ぎるから、すぐ病院へ入ってもらっ

ちゃ困るんだと。在宅で介護もやってもらい、医療もやってもらい、こういう方向に向いていて、

こういう診療体系をつくったんだと思うんですね。ところが、こういう話は全然市民には知らされ

ていませんよね。 

後期高齢者の医療制度をつくるのはいい。でも、その医療というのは在宅が中心だよと。一番最

後になって、初めてホスピスケアというような痛みのないように、精神的にも安定をして死ねるよ

うな対策だと思うんですが、そういう方向に、後期高齢者のこの新しい制度というのは向いている

んじゃないかというふうに私は考えるんですが、どうでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

荻野健康増進課長。 〔市民生活部次長健康増進課長 荻野 修君登壇〕 

○市民生活部次長健康増進課長（荻野 修君） 

ものに対する見方はいろいろできるかと思っております。先ほど申し上げましたように、後期高

齢者の特性というのがございます。それに配慮すれば、やはり複数疾患であったり、慢性期であっ

たり、あるいは避けることができない終末期というのを抱えているということの中で、そういう心

身の特性にふさわしい診療報酬体系、これの中で重点的に配慮すべき事項として、今おっしゃった

ことは上げられるんだろうと思います。 

むしろそういうことを配慮していかなきゃならんと。今までは包括的にやっておりましたからそ

うですが、こういうことを別立てにして、そういうところに重点的に配慮すべき事項として今の

４点が上げられたわけで、かなり具体的に鮮明に１つ１つ取ってみれば、何か迫るような形があり

ますけれども、こういうことを具体的に特性にふさわしいものにするために、設けたというふうな
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見方もできるわけでございます。その上で、公平負担でどういうふうな形で維持させるかというこ

との中で、これが別立てで創設されたもんだと考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

猪又議員。 

○２０番（猪又好郎君） 

それは重点的事項ですから、全部が全部そういうことではないということは理解するんですが、

まず、そういう話を市民に周知をして理解をしてもらわないと。実際には４月１日から、こういう

状態になったときに今までのように病院へ行って、今までどおりの診療が受けられて治療が受けら

れるのかどうか、この辺が心配になってきますよね。 

こういうものを重視をするんだよというんなら、準備がしてあって、さあどうぞという体制をつ

くってから、本来は始めるべき制度じゃなかったのかなと、こういうふうに考えますが、どうです

か。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

荻野健康増進課長。 〔市民生活部次長健康増進課長 荻野 修君登壇〕 

○市民生活部次長健康増進課長（荻野 修君） 

そのご指摘は、そのとおりだと思っております。 

私ども広域連合の会議に出てまいりまして、ようやくこのほど広域連合の議会でも、１人当たり

の平均とかということで保険料の数字も出てきました。説明できる段階に、ようやく１１月下旬に

なりました。そういう具体性がないと、なかなか地元に行ってお話してもわかりにくいということ

ですから、これを受けて今、地域の該当者と言いますか、高齢者の皆さんに説明する手だてを相談

をさせていただいております。そういうご指摘はごもっともでございますので、私どももできる限

り、説明の方に手を尽くさせていただきたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

猪又議員。 

○２０番（猪又好郎君） 

もう１つ、これに関連して出てくるのが４０歳から７４歳までの人たちに対する特定健診の制度

ができますね。その健診をするのは保険者、国保であったり社保であったり、その人たちのそうい

う制度のところが健康診断をする、こういう形になってきておりますよね。 

英語で言うとちょっとあれなんで内臓脂肪症候群と言うんですか、これを受診して生活習慣病み

たいなものを改めさせると、こういう特定健診、特定保健指導と言うんだそうですが、これは義務

づけられるんですよね。その保険者がそういう診断をする。その成果によって、この成果というの

は２つあるんでしょうけれども、実施を多くやっているというところと、もう１つは成果が上がっ

ている。こういうところで上がってなければ、ペナルティーがかかるんですよね。それは後期高齢

者の方に支援する金が上がりますよと、こういうのがついてますよね。 

保険制度を推進するのに固定的に持っていなければならない支援金が、上がったり、下がったり
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するというのは、どう見てもおかしいですから、これはペナルティーでないように今の段階から外

すべきだという主張を私はしたいんですが、どう考えますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

荻野健康増進課長。 〔市民生活部次長健康増進課長 荻野 修君登壇〕 

○市民生活部次長健康増進課長（荻野 修君） 

ご指摘のとおり、後期高齢者と直接的なつながりはありませんけれども、健診制度も変わります。

これにつきましては特定健診という形に、来年４月からなるわけです。ただ、根っこは医療制度改

革の中で生じたことでございますので、そういう意味では関連してるとも言えるわけでございます

が、そういう健診制度のあり方について、これにつきましては今おっしゃたように医療保険者の義

務で、４０歳から７４歳が特定健診ということで各保険者に義務づけられて、生活習慣病を中心と

した予防をするために、生活習慣病がいろんな病気を引き起こすもんですから、そういうことのた

めに予防を重視して、健診をやっていこうということであります。 

そのこと自体の目的は、やはり健康づくりですし、健康であることはいいことでございますので、

それ自体を否定するつもりはないし、私どもそういう形で制度として施行されますので、それに積

極的に向かっていきたいと思っておりますし、その財源はともかく、それとあわせて後期高齢者の

方の健診制度についても全体の中で考えて、健康づくりという視点で予防を重視した形を進めてい

きたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

猪又議員。 

○２０番（猪又好郎君） 

私もこの健診については反対しません。ペナルティーがついてる、これは外すべきだということ

なんですが、それについてどうですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

荻野健康増進課長。 〔市民生活部次長健康増進課長 荻野 修君登壇〕 

○市民生活部次長健康増進課長（荻野 修君） 

私どももある程度の受診率を上げなきゃならなかったり、あるいは成果を出さないと数千万円と

いうペナルティーが来るということですから、そうしないように保健師を総動員しても、あるいは

保健指導に力を入れてそれに対応していくことが大切だと思っております。 

確かにペナルティーは私らは遺憾だとは思いますけれども、２４年までにそういう段階を追って、

そういうことが来るということですから、それに備えて、それにならないように、ペナルティーの

評価は下げますけど、それにならないような形で進めていかなきゃならんと考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

猪又議員。 

○２０番（猪又好郎君） 
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それから、この制度の主体になるのが県ですよね。これから医療制度そのものが国保の場合も含

めて、全部県単位で保険者になる。政府管掌保険の方も民営化されて、県単位になるんじゃないで

すか。そういう動きはありませんかね。 

今回の改正の中でも市町村の国保の持つ単位と言うんですか、これも県段階を平均にして負担す

るようなことに変わっているんじゃないですかね。この辺はどうですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

荻野健康増進課長。 〔市民生活部次長健康増進課長 荻野 修君登壇〕 

○市民生活部次長健康増進課長（荻野 修君） 

政管健保の民営化については、私はちょっとその動きはわかりませんけれども、国保について申

し上げれば、私どもが予測的なことを言うのはいかがかとは思いますけれども、市町村国保財政と

いうのは、どこも厳しい状況であります、構造的に厳しい状況になっております。 

それで、そういう財政的なリスクを避けるために、共同安定化のための事業というのは出てきて

おりまして、県単位でそのリスクを分散するような形になってきております。そういうことを突き

詰めていけば、やがてそういうこともあり得るのかなという一方では見方をしながら、進めなきゃ

ならんとは思っておりますけれども、具体的に、それを視野に入れてどうということは、今そこま

で考えておりません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

猪又議員。 

○２０番（猪又好郎君） 

もう１つ、この新しい保険制度の特徴というのは、年金からの天引きですよね。今回の議会にも

提案されていますけれども、前期高齢者の人たちの年金から引けるような制度にしたいという提案

だったと思うんですが、そういう年とった人たちは年金をもらってる額が、国民年金ぐらいだった

ら６万６,０００円ぐらいでしょう。こういう人たちから２つの制度の天引きが始まるわけですよ

ね。この辺についての配慮というのは、どうなっているんですかね。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

荻野健康増進課長。 〔市民生活部次長健康増進課長 荻野 修君登壇〕 

○市民生活部次長健康増進課長（荻野 修君） 

国の基準ではと言いますか、政令で定められておりますけども、年金受給額が年１８万円以上の

人を、天引きの対象としています。ただし、介護保険料と後期保険料を合わせた額が９万円を超え

る場合は天引きとならず、納付書または口座振替になるというふうな形になっております。このよ

うな基準とした理由としましては、少額の年金受給者から多く天引きしないように配慮したものと

考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

猪又議員。 



－ 277 － 

＋ 

○２０番（猪又好郎君） 

多く天引きしなくても払わなきゃならんわけでしょう。同じことだと思うんですが、９万円くら

いになると、あと残りじゃ生活できないということになるんだろうと思いますが、そういうところ

に配慮したような納付書でできるということになれば、ほかの人たちもそういう格好のものがあっ

てもいいんじゃないかなということで、質問事項に天引きを拒否できないのかということでお聞き

をしたわけですが、できない。法律ですから、２つとも少ない年金から天引きされるということに

ついて、もっと十分な配慮が必要だと思いますが、どうでしょう。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

荻野健康増進課長。 〔市民生活部次長健康増進課長 荻野 修君登壇〕 

○市民生活部次長健康増進課長（荻野 修君） 

国があり、広域連合があり、私ども窓口を預かる市町村としては、先ほど申し上げたお答え以外

に答える方法はありませんので、よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

猪又議員。 

○２０番（猪又好郎君） 

あまりしつこく聞いてもあれですから、(5)番になるんですかね、公費の負担率が５０％、支援

金が４０％、保険料が１０％、こういう割合で制度の負担をするわけですけれども、これを固定を

することが、来年制度が始まってみないとわからないような答弁でしたけれども、この固定をする

というのは、後期高齢者はふえてますよね。糸魚川市も後期高齢者は増加傾向です。一方、支援金

を払う方の人たちが減りますよね。率で固定をしておくと、支援する人たちの数が少なくなれば、

その分は我々が出す分が高くなる。高齢者の方がふえるわけですから、負担が少なくなってくる。

こういうふうに単純に考えるとなるんですが、だから固定をしてもつのかどうか、この辺が心配に

なったんで、こういう質問をしたんですが、どうですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

荻野健康増進課長。 〔市民生活部次長健康増進課長 荻野 修君登壇〕 

○市民生活部次長健康増進課長（荻野 修君） 

ご心配というご指摘はもっともだと思います。後期高齢者の人数がふえ、一方それを負担する人

たちが減るわけでございます。そういう中で、医療費をどうするかという問題になります。 

ただ、私どもはこれから地元にいろんな形で説明に行く立場でございます。これがやがてという

ことではなくて、今少なくとも、もう数年間はこれでいくはずでありますし、当然そうと考えてお

りますし、それ以上を考えなくて、こういう形で１割ということで、こういう仕組みだということ

で説明をさせていただくつもりでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

猪又議員。 
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○２０番（猪又好郎君） 

今は先の心配をしてもしようがないというふうなことですから前へ進みますけれども、例えばの

話ですが、頭割りと所得割があります、保険料に。もし仮に７５歳以上の人で、年金が６万円だと。

この人の場合の保険料というのはどうなるんです、幾らになりますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

荻野健康増進課長。 〔市民生活部次長健康増進課長 荻野 修君登壇〕 

○市民生活部次長健康増進課長（荻野 修君） 

ちょっと具体的な事例について、ここで答弁するのは私もいささか自信がないと思いますので、

差し控えさせていただきますけれど、例えば均等割で、その７割軽減ということになれば、例えば

１万幾らかを１２カ月で割るというふうな形になるんではないかと思っておりますが、いろんな状

況がありますので、ある１つの事例を挙げてこうだということは、ここで正確に答えるのは差し控

えさせていただきます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

猪又議員。 

○２０番（猪又好郎君） 

頭割りというのは新潟県全部同じですよね、額は。そっちの方を減らすというのか、所得が月額

６万円と、一定のところになりますけれども、そうなってくると土台の部分の頭割りを減らすのか、

賃金で言うと賃金カーブみたいなもんですね、これに何％か掛ける率を変えるのか、この辺はどう

ですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

荻野健康増進課長。 〔市民生活部次長健康増進課長 荻野 修君登壇〕 

○市民生活部次長健康増進課長（荻野 修君） 

前提としては具体的な事例でありますので、ちょっと差し控えさせてもらいますという前提はつ

くんですが、先ほど申し上げた事例でございますと、私は所得割というのはもう除外した考えで、

それはもう当然ゼロだろうと。均等割のみかかると、かつ７割ぐらい軽減をされるのではないかと

いうつもりで、その人の場合、例えば３万５,０００円の３割、１万円何がしかを割って納めるの

かなということで申し上げました。これはもう少し、その数字につきましては精査が必要ですけれ

ども、所得割は所得がなければかかりませんので、そういうことで申し上げたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

猪又議員。 

○２０番（猪又好郎君） 

その辺でちょっとわからなくなってきたんですが、月６万円もらっていて年収は大体わかるわけ

ですよね。それで７２万円ぐらいの所得があっても、その人はもう所得割の方には入りませんよと

いう意味合いなんですかね。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

荻野健康増進課長。 〔市民生活部次長健康増進課長 荻野 修君登壇〕 

○市民生活部次長健康増進課長（荻野 修君） 

先ほど申し上げましたように、所得割と均等割があります。均等割については軽減があるという

ことでございますし、所得割については所得、これも具体的にその人の家族状況、世帯があります

ので、これも一概に申せないと思いますので、例えば１２０万円に３３万円を引くとかということ

の控除で所得を出すというふうなことがございますので、そういうところまでは所得割という形は、

差し引いて数字がなければ掛け算しても出てこないわけですから、そういうふうな算出になります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

猪又議員。 

○２０番（猪又好郎君） 

私もわからんところだったんですが、７５歳以上の人は家族のほかの所得と関係なくなるわけで

しょう。その本人だけの所得になるんじゃないですか。家族が例えば何百万円か稼いでいて、その

上に自分の年収がある。自分の年収だけで判断されるんじゃないんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

荻野健康増進課長。 〔市民生活部次長健康増進課長 荻野 修君登壇〕 

○市民生活部次長健康増進課長（荻野 修君） 

お答えを申し上げます。 

基本的に、そのとおりでございます。収入は、個人ということのとらえ方であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

猪又議員。 

○２０番（猪又好郎君） 

始まってない段階から、これだけいろいろな疑問が出るわけですから、もっと時間をかけて抜本

的に改革をしていく。そういう必要があるというふうに私は考えるんですが、今質問して、答えら

れないような質問をしたわけですが、そういう問題が出てきたということは、認識をしていただけ

ると思いますので、ぜひこれからもいろいろな問題点が動きながらでも出てくると思うんで、ぜひ

市民のみんなが新しい医療制度ができて、今までかかっていたような医療を受けられなくなること

のないように、ぜひ取り組んでいっていただきたいというふうに考えます。 

続いて、支援センターの方に入ります。 

まだ今２カ所で、これから能生と青海につくるということですが、私は２カ所と聞こえたんです

が、１カ所は市役所にあるのはわかるんですが、もう１カ所というのはどこですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小掠福祉事務所長。 〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 
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○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

今現在直営で１カ所、先ほど答弁させていただいたのは２０年４月から、市内の民間の病院でご

ざいますが、そこで開設の方向で今検討いただいてるという、そういう状況でございますので、具

体的には差し控えさせていただきますが、いずれにしても１カ所民間の病院で、今検討いただいて

おります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

猪又議員。 

○２０番（猪又好郎君） 

数がふえることは市民へのサービスが増すわけでありますから、ぜひそのようにしていただきた

いと思います。早くできることを期待をしておきます。 

支援センターのいろいろな業務をやられておりますけれども、高齢者の相談２,３９３件もある

んですよね。このほかにもいろいろな業務をなさっているわけですから、この支援センターは今、

糸魚川市だけでこれだけの数をやりながら、なおかついろいろなほかの仕事もやってるということ

で感心はするんですが、仕事は回ってますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小掠福祉事務所長。 〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

包括の仕事につきましてはお話のように幾つかございますが、中でも一番業務量が増高しとるの

は、ケアプランの作成の業務だというふうに思っております。これにつきましては、今現在直営と

いうことで職員が対応しておりますが、若干できないと言いますか、オーバーしてる分については

民間の事業所に委託をしてると。今現在、若干超過勤務等もやっておりますが、何とか対応させて

いただいておると。ただ、今後のことを考えた場合には、議員いわれますように一刻も早く委託で

箇所数をふやしたいというふうな考えでおります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

猪又議員。 

○２０番（猪又好郎君） 

業務を委託してるのが、大体３分の１だなというのは事務報告書でわかったんですが、今度は委

託されてる方ですね、このプランを立てるには１件、多分４００円だったと思っているんですが、

一番安いのを民間に委託をして、民間のそういう事業所というのは、介護の度が高ければ高いほど、

ケアプランの報酬が高いわけですよね。そういうところに委託をして、委託された方は仕事がふえ

て喜んでいると思いますかね。むしろ金のもうかるという言い方は悪いですが、報酬の高い方を先

にやって、報酬の低い方を後回しというふうなことになっていませんか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小掠福祉事務所長。 〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 
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○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

採算と言いますか、単価の件で介護度の多いプラン作成に比べますと、要支援の皆さん方のプラ

ンは若干単価が安いと。そこまでを比較されて受けてるかどうかというのはわかりませんが、民間

の事業所でありますと、ケアマネお一人８件までというような限度もございますので、そう多くお

願いするわけにもまいりませんが、いずれにしても介護保険制度を支えていただく事業所でありま

すので、そういう意味でご理解をいただいてるというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

猪又議員。 

○２０番（猪又好郎君） 

これ以上聞いてもしようがないので、次に移りますけれども、予防事業で具体的な数字をお聞き

をしましたけれども、当初計画がありますよね。１８年度、もう終わっているわけですから、立て

た見込みと実際にやってた数が低いという話はしましたけれども、予定した見込みよりも低くなっ

た原因というのは何です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小掠福祉事務所長。 〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

最初の答弁の中でも、かなり低いというお話をさせていただきました。低くなった原因と言いま

すか、間が開いた原因でありますけども、１つは計画の数値自体、介護保険の予防介護の方の取り

組みが初めてでありましたので、若干過大に見込まざるを得なかったというのが１つ。 

それから介護認定を受けた皆さん方、実績の方の数字が低いという背景でありますが、認定を受

けても実際にサービスを利用しない方が多いということ。あるいは、ほかのサービスを利用するの

に介護認定が条件になっているということから、認定は受けたけども、予防介護の方になかなか人

が動かなかったというようなことで、２つの要因の中で差が開いたというふうに理解をしておりま

す。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

猪又議員。 

○２０番（猪又好郎君） 

わかりました。 

今度は特定高齢者のことについてお聞きをしたいんですが、実際、これは都会の方の話ですけど

も、人が集まらない。特定高齢者に指定をして、あなたはこういう訓練をしてください、こういう

トレーニングをしてくださいという人たちが集まらない。その選ぶ条件が５項目あったのを３項目

にした、こういうのが報道されてたんですが、外したのが階段を手すりなしに登れるだとか、それ

から続けて何十分以上歩けるか、こういう基準を外したんだそうですが、糸魚川の場合には、そう

いうことで人が集まらないということはなかったんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

小掠福祉事務所長。 〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

特定高齢者の抑え方のご質問だと思いますが、当初のチェックリストでありますと、非常にライ

ンが厳し過ぎるということで、特定高齢者がなかなか上がってこないというのが全国的に指摘をさ

れておったかと思いますが、そういう意味でチェックリストの認定の項目を勘案をしたということ

からすれば、高齢者の把握はその分、促進をされてるというふうに理解をしておりますので、ご指

摘のような点が人数が伸びない理由になっているとは、ちょっと考えてはいない状況です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

猪又議員。 

○２０番（猪又好郎君） 

糸魚川市の介護保険事業の３期目、これでいろいろと見込みが入っているんですが、さっきの話

ですと、時期的にまだそんなにたってないんで、方向が明確にできないというような話がございま

したけれども、これだけ数字的に出ていて、平成１８年度の成果と結果みたいなものがはっきりし

ないんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

小掠福祉事務所長。 〔福祉事務所長 小掠裕樹君登壇〕 

○福祉事務所長（小掠裕樹君） 

１８年度につきまして、いわゆるデータとしての参加者数でありますとか、事業の回数というの

はあるわけですが、ご指摘のように介護度がどれだけ改善をされたか、その事業に取り組むことに

よって、個々の参加者の皆さん方が、どれだけ身体状況が改善されたかということにつきましては、

個々のサービスに即しての分析というのは、まだ若干データが不足かなというふうに思っておりま

すが、ただ、大局的な見方でどうなのかという点では、若干データがあるわけでありますが、例え

ば要支援２の皆さん方で、介護予防に取り組んだ方が２３３人おいでになります。その中で介護度

２が介護度１に改善をされたという方が９％という状況がございます。それから現状維持が７０％

弱ということで、なかなか改善という部分がデータとしては、まだ今後の課題かなというふうに思

っております。 

以上であります。 

○２０番（猪又好郎君） 

これで私の質問を終わります。 

○議長（五十嵐健一郎君） 

以上で、猪又議員の質問が終わりました。 

関連質問はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

関連質問なしと認めます。 
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２０分まで暫時休憩します。 

 

〈午後３時０７分 休憩〉 

 

〈午後３時２０分 開議〉 

 

○議長（五十嵐健一郎君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

次に、保坂 悟議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 〔２番 保坂 悟君登壇〕 

○２番（保坂 悟君） 

公明党の保坂 悟でございます。 

発言通告書に基づき、１回目の質問を行います。 

１、安心メール＠糸魚川について。 

(1) １０月のサービス実施から１１月末現在の２カ月間で、利用登録者数と情報発信件数をお

聞かせいただきたい。 

(2) 今後の周知の在り方について伺います。 

(3) メールに発信する情報はどのような基準で判断されているか伺います。 

２、医療体制の充実について。 

(1) 将来地元で医師、看護師等を目指している高校生に手厚い就学支援を提供すべきであると

思うがいかがか。 

  ここで高校生というふうに言いましたが、受験生、医大生等も含むという意味でお願いい

たします。 

(2) 医療現場では看護師の専門性や技術の高度化が進んでいる中で、認定看護師を目指す方に

資格習得の支援を提供すべきと思うがいかがか。 

(3) 医療現場の状況を市民に認識していただく取り組みをしていく必要があると思うが、今後

の考えはいかがか。 

３、食育について。 

(1) 文教民生常任委員会で福井県小浜市の「食のまちづくり」について視察をしました。 

  小浜市で実施されている幼児の料理教室「キッズキッチン」が、全国的に評価されており

ます。主な特徴は保護者が口や手を一切出さないこと。料理を教えるのではなく、人間教育

が目的であり、公費で市内保育園・幼稚園の年長児は全員が体験する仕組みになっておりま

す。一方で、子どもが体験する姿を通じて大人にも家庭教育の在り方を考えるよい機会にな

っているとのことです。当市も同様の取り組みをすべきと思うがいかがか。 

４、ＡＥＤの設置について。 

(1) ＡＥＤの設置状況と今後の配置予定をお聞かせいただきたい。 
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(2) 設置場所の基準について伺います。 

以上、１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

保坂 悟議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の安心メール糸魚川についての１点目、２カ月間の利用登録者数は１,９０５人で、

１１月までに７件の情報を配信いたしております。 

２点目の今後の周知につきましては、「おしらせばん」に掲載するとともにホームページで常時

紹介し、登録を呼びかけてまいります。 

３点目の情報の配信基準につきましては、防災行政無線放送と同様とし、火災や災害など住民の

生命と財産にかかわる防災情報や交通情報、クマの出没など生活に密着した注意情報等を配信して

まいります。 

２番目の医療体制の充実についての１点目、就学支援につきましては、現在、医師養成資金貸与

事業、医療技術者就学資金貸与事業を行っており、これらの拡充強化に向けた検討をしてまいりま

す。 

２点目の認定看護師を目指す方への支援についてでありますが、市といたしましては、まずは地

域の看護師不足に対する支援に重点を置き、看護師等の医療技術者の就学資金貸与制度の周知や拡

充に努めてまいります。 

３点目の医療現場の現状を市民に認識していただきたく、取り組みにつきましては、現在の救急

医療体制を維持していくため、市民の理解と協力を得られるような取り組みを、関係機関と一体と

なって進めていく必要があると考えております。 

３番目の食育につきましては、当市の保育園、幼稚園では保健師、栄養士が園を訪問し、食育を

中心とした健康教育を行っているほか、各園においても自園栽培など体験型の食育に努めていると

ころであります。 

議員ご指摘の小浜市の食育につきましては、直ちに同様の取り組みをすることは難しいと考えて

おりますが、今後、当市としての食育の成果を上がるよう取り組んでまいります。 

４番目のＡＥＤの設置ですが、ＡＥＤの設置場所につきましては、小中学校や多くの市民が使用

するスポーツ施設を重点に、現在４９施設、５３台設置しており、ほぼ完備いたしております。 

今後新しくできる施設については、その利用形態を見きわめながら判断してまいります。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

まず、安心メールの件でありますが、今、市で用意している登録件数には、１万件まで対応でき
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る容量を確保しているというふうに聞いております。さらに利用拡大を進めるために人の出入りが

ある３月とか、また半年後の９月に２回程度きちんとした形で、広報やホームページでアピールを

していただきたいと思うんですが、今ほど広報、ホームページでやると言いましたが、３月、９月

ぐらいにきちんとした形で、登録方法も含めて案内をしていただきたいと思うんですが、いかがで

しょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

安全・安心メールにつきましては、先ほど市長が申しましたとおり、今１,９０５件なんですけ

ども、１１月になりましても毎日５件から１０件ということで申し込みがあります。そういうこと

で、登録者数は、これからもどんどんふえるものと期待をしてるとこなんですけども、議員ご指摘

のとおり３月とか４月になりますと移動、転出入がありますので、その辺に向けましては、きちん

と広報したいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

携帯電話への登録の仕方について、結構、市民の方々から不安と言うか、やり方がよくわからな

いというのと、あと高齢者もちょっとその扱いについて何か抵抗があるというような声も聞いてお

りますので、もし市役所とかに来られたときに、窓口でそういうやり方等を対応していただきたい

と思うんですけども、今現在どういった対応をされているか、そういう問い合わせがあればの話な

んですけども、お聞かせいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答え申し上げます。 

今現在は広報等で、それぞれ自分の携帯電話で、自分が申し込みするような形になっております。

市役所なり、能生、青海の事務所へ来て、できないかというときには対応するような形で、今検討

させてもらいたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

ぜひとも職員の担当がどうのこうのではなくて、聞かれた場合には職員の方に対応していただき

たいなというふうに思います。 
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次、３番目の発信する情報の基準についてであります。 

メールの内容から、各担当課から情報を発信していただいているんですが、サービス開始から

２カ月の間に国道における事故、災害や不審者情報について配信されていないものがあったという

ふうに私は思っておりまして、具体的には小滝の大正橋の交通事故、あと市道大洞線の崩落、あと

東小学校区内の不審者情報について、メール配信されていなかったかなというふうに思っておりま

す。 

そこで、情報を発信する際の基準と言いますか、そういったものが設けられているのか、担当課

に任せられているのか、その辺ちょっと見解を伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

それぞれ配信する内容につきましては、一応、関係課の方とも協議をしまして、それぞれ例示を

しております。ただ、防災行政無線と同様の扱いということになっております。ただ、交通情報な

りにつきましては、交通事故があったというのはメール配信しませんで、例えば交通止めで迂回路

がないとか、そういうもの、突発的なものに対応したいということになっております。 

ただ、今始めまして２カ月になりますけども、それぞれ情報につきましても各課の方で多少、初

めてですので慣れてないということで、ゆっくり考えますと、ちょっと配信しなくてもいいものを

配信したり、配信しなきゃならんものをしなかったりというのがあります。その辺につきましては

順次協議して、対応したいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

情報の入り方もいろいろあるかと思うんですけども、国、県とかのいろいろ管轄もあるんでしょ

うけども、できましたら糸魚川市管内で起きた事件、事故、災害等については、すべて基本的には

流していただきたいというふうに思いますし、また、行政機関ではなくて駅、高速道路、企業、商

店などへも何か変化があったというか、そういう情報がありましたら流せるような、そういう情報

を吸い上げるような仕組みづくりと言いますか、そういったものを構築していただきたいと思いま

すが、その辺、民間も含めていかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答え申し上げます。 

事故だとか、それから事故につながるようなもの、それから不審者情報等につきましては、なる

べく配信するようにしております。 
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ただ、今回は７件のうち４件がクマであります。中にはクマが目撃されたのもあるんですけども、

痕跡があったというのもあります。その辺についてはどうかという一応意見もありますので、そう

いうものを精査しながら、もう少し関係課とまた協議をしながら、よりよいものにしたいというふ

うに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

ぜひよろしくお願いします。 

今回、このメール配信は私も非常に喜んでいるんですけども、市民の方から携帯電話やパソコン

がないんですと。うちにファクスがあるので、これに情報をいただけないかというふうな問い合わ

せがありまして、それでファクスによる対応は技術的に可能なのか、また経費的にどうなのかとい

うことを、ちょっとお伺いしたいんですけども、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

織田企画財政課長。 〔総務企画部次長企画財政課長 織田義夫君登壇〕 

○総務企画部次長企画財政課長（織田義夫君） 

お答え申し上げます。 

ファクスの方は技術的に対応できるかどうか、私も現時点では何とも申し上げられないんですけ

ども、研究はしたいと思ってます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

研究したいということですので、また後で報告いただきたいなと思います。 

次に２番目の質問、医療体制の充実についてであります。 

(1)番目で医師、看護師を目指す地元の高校生、受験生に、大学等に合格した際には手厚い就学

支援をして、当市の患者さんのために働いてくれる人材を確保しなければならないというふうに考

えております。 

なぜなら医療シンポジウムや知事のタウンミーティングを聞かせていただくと、以前は助からな

かった病気が医療技術の進歩と専門医師がチームで手術を行うことになり、救われているというふ

うに聞いております。その反面、大きな病院であっても医師の数が必要になっているとのことでし

た。 

日本全体が医師不足になっている以上、ジタバタしても仕方ないなというふうに思っております。

さらに勤務医については、給料を上げることよりも休暇を望む声が大きいとのことです。いずれに

しても、当市出身の医師を地域で育てる以外にはないのかなというふうに考えております。 

医師確保については、市長は本当に東奔西走されて頑張っておられるというふうに聞いておりま

すが、その点、地域で医師を育てていくと、そういった大きな地域全体でということになるんです
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けども、そういった観点でどのように考えておられるか、お聞かせいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

荻野健康増進課長。 〔市民生活部次長健康増進課長 荻野 修君登壇〕 

○市民生活部次長健康増進課長（荻野 修君） 

先ほどの市長の答弁のとおり、現在、医師養成就学資金貸与事業をやっております。また、医療

技術者就学資金もやっております。ただ、現在やっている医師養成就学資金につきましては、これ

は地元の学生ということではございません。市県医学振興会の共同事業でやっておりまして、当市

もいち早く参加して近いうちに来ていただけると、こういうことであります。 

将来のために、地元の学生で医師を志す人に支援できる制度というのを、やはり今直ちにはどう

ということにはならないかもしれませんけども、将来のためにそういう形をとっていきたいという

制度について、新年度に向けて検討しなきゃならんと考えております。 

また、医療技術者についても厚生連でもございますし、こちらは市でもありますし、基本的には

地元の学生を基本にしておりますので、そちらはそれでいいのかなと思っておりますけれども、医

師の方について、もう少し拡充について検討していきたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

ぜひその検討の中に、当市の医師の診療科とか、医師数とか目標設定をしていただいて、それが

満たされるまで今の募集ですね、そういったものを具体的に行っていただきたいと思います。 

私がこのようなことを言った理由は、１１月２日付のインターネットの中の共同ニュースの中に、

緊急医の不足に悩む埼玉県秩父市が、医学生、研修医向けに８年間で１人当たり最大４,６００万

円を支給する奨学金制度を設立したというのがありまして、自治体の医学生奨学金制度は各地にあ

るんですけども月数万円から２０万円程度で、秩父市は金額、期間とも破格であると。しかし奨学

金を受け取った２倍の期間、市の病院勤務を義務づけるなど条件が厳しい。学生は都市部で研修を

望む傾向が強く、奨学金の効果を疑問視する声もあるというふうにあるんですけども、これぐらい

迫した中で、医師確保に取り組んでいるという事例だと思うんです。 

ちなみに、この月額は約５０万円の支給になるそうです。このように自治体間の競争が激しくな

る中で医師を確保しなければ、そこに住む市民は不安を抱えたまま生活するか、開き直って生活す

るかというふうな形になってしまいます。 

国や県に対する医療制度の改正へ向けての働きかけと並行して、今ほども言われましたけども、

市独自の医師育成事業と看護師育成事業を発展させていくべきではないかと思うんですけども、今

現在そういった具体的な取り組みをされとるところもあります。その点を踏まえてもう一度、取り

組み姿勢をお伺いできればと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

荻野健康増進課長。 〔市民生活部次長健康増進課長 荻野 修君登壇〕 
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○市民生活部次長健康増進課長（荻野 修君） 

県でやっとる医師養成のそういうところに入り込めれば、さらにそういう形でも参画をしていく

ということを基本に、また皆さんからもご理解をいただくような形にもっていかなきゃならんと思

いますし、先ほど申し上げたように、将来のために地元の人で医師を志して、やはり支援が必要な

方について私ども地域で育成するような、みんなでそうやって見守っていくような形が必要だと思

っております。 

また、医療技術者については看護師だけでなく保健師、助産師、看護師、さらには各療法士、い

ろいろいらっしゃいますが、そういういろんな医療技術者の関係の人が就学して、こちらに帰って

きて、さらにそういう地域医療の戦力となっていただくことを期待して、その充実についてもやっ

ぱりこういう 迫した状況を踏まえて、検討しなきゃならんと考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

いろいろ課題はあるかと思うんですけども、なるべく早急に市民に見える形、受験生、医大生に

見える形にしていただきたいと思います。 

続きまして、認定看護師の支援についてでありますけども、ちょっと説明させていただきたいと

思います。 

認定看護師の役割は、個人、集団に対し熟練した看護技術を用いて、水準の高い看護を実践する

こと。看護職に対し、看護実践を通して指導すること。看護職に対してコンサルテーション、つま

り相談に応じることが上げられています。 

この認定看護師を目指す条件がなかなか難しいんですけども、日本国の保健師、助産師及び看護

師のいずれかの免許を有しており実務経験５年以上、そのうち３年以上は認定看護分野の経験が必

要であると。それらを満たした上で認定看護師教育機関にて、認定看護分野に応じた認定看護師教

育課程６カ月６００時間以上を終了し、認定審査、筆記試験に合格すると認定看護師に認定証が交

付され、認定看護師として登録されるそうです。 

認定看護分野は救急看護、糖尿病看護、小児救急看護など１７分野に及んでおります。看護師不

足の中で現役の看護師を６カ月間研修、また６００時間以上の研修に参加させることは、本当に難

しいかなというふうに思うんですけども、先ほども言われたように将来、長い目で見たときに地域

医療の質が向上しなければ、地域にとってはよくないと思いますし、また今回の提案も、病院側か

らちょっとお聞きした話で取り上げたんですけども、病院にとってもやはり質を向上させていくた

めには、認定看護師が必要だというふうに伺っております。 

そこで病院と行政、また現役を退いた元医療機関従事者で何とか連携をとって、この認定看護師

研修に参加しやすい環境をつくっていくべきであるというふうに思うんですけども、その点いかが

でしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

荻野健康増進課長。 〔市民生活部次長健康増進課長 荻野 修君登壇〕 
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○市民生活部次長健康増進課長（荻野 修君） 

これにつきましては昨日ですか、田原議員の質問にもありました。その中でもお答えを申し上げ

たと思いますが、地域の看護師不足に対する支援というのが、まず当地域としては優先されるんで

はないかということで、そういう意味での支援を、先ほどの奨学金も含めて考えていきたいと思っ

ております。 

これにつきましては今お話もありましたように、ある特定の看護分野に熟練した知識を有する、

そういう形で育てていくわけでございます。そうすると診療科間の移動もしにくいとかという、そ

ういう流動性も逆に損なわれるというふうな形もあります。 

確かに、当地域にはいらっしゃいません。そういう中で新しい試みとして、どういうふうなもの

の考え方をするのかということはあるんですけれども、今、当地域の最大の課題は何かといえば、

医療者の不足ということをとらえて、私どもがどう支援するかということでございますので考えた

いと思っております。 

また、糸魚川総合病院においては臨床研修病院、いわゆる臨床研修医に来てもらうような管理型

の指定を受けて、２０年度から対応するということも聞いております。そういう中で、内部そのも

のもレベルアップしていきますが、生意気なようなことを言いますがＯＪＴとか、ほかに水準を高

めることができないのか。それはその中で考えられることでしょうけれども、私どもが支援すると

いうよりは、私どもは、まずその規模のところでやりたいと思っております。 

また、認定看護師をとっても、これは精度を高めるために５年ごとに、さらにまた更新審査とい

うことで、また日数を割くということであります。戦力を取られるということは痛いところもある

し、レベルアップという両面はあるんでしょうけれども、市が支援するには、そちらの前段の方を

優先したいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

考え方というか導入、入り口の問題になるのかと思うんですけども、今、看護師不足を解消する

ために努めるというふうにあるんですけれども、私からすると市内の病院に勤めている看護師さん、

勤めていて現役で活躍されてる方が当市で働くと、認定看護師とかの研修に行きやすい環境にある

というのが、逆に新しく看護師として入ってくる方にとって、魅力があるものになるんではないか

と。そういう観点で言わせてもらったものですから、できましたら、そういう認定看護師にチャレ

ンジできるような環境づくりというのも考えの中に入れていただいて、対応していただきたいなと

いうふうに思います。 

次、医療現場の状況を、市民に認識していただく取り組みについてであります。 

ことしの姫川病院の閉院で感じたことは、バブル景気が崩壊した後、大企業と言われたところが

倒産したり、統合されたりしたことを思い出しました。安心を得るためには、やはり危機管理をし

っかり行うことだなというふうに思っております。 

地域医療については、市民と行政と医療機関がそれぞれの役割を意識して、信頼と緊張を持った

関係にしなければいけないと思います。その信頼と緊張を保つために今回行ったシンポジウムとい
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う形がいいのか、パネルディスカッション、講演会という形がいいのか、ちょっとわかりませんけ

ども、行政が年２回ぐらい市民に情報発信をする、意識を高めるという形で、「地域医療の現状と

行政の取り組み」という表題で、ぜひとも実施していただきたいんですけれども、その辺、約束を

していただけるかどうか、お伺いをします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

荻野健康増進課長。 〔市民生活部次長健康増進課長 荻野 修君登壇〕 

○市民生活部次長健康増進課長（荻野 修君） 

これも昨日の田原議員の質問でもありました。市としても地域フォーラム、あるいはそういう形

をもって、市民に理解と協力を得るための何らかの形を、市主催でもやっていかなきゃならんとい

うことでございますので、時期的には早い機会にと思っておりますが、いろんな中身のこともあり

ますので、これからまた具体的に詰めていきますけれども、そういう形で開いていきたいと思って

います。年に２回やれるかどうか、大小いろんな取り組みの仕方がありますが、そういう２回を約

束ということではないんですが、何らかの形で市民に協力を得る形を、広報だけではなくてやって

いかなきゃならんなと思っております。 

特に１２月と言いますか、糸魚川総合病院の医師の方からほとんど全員が集まっていただいて、

市長とともにご意見を伺う機会があります。非常にそれはかなり厳しい意見が出されて、そこにい

るのも大変なぐらいに意見を聞きます。ですから、そういう形をやっぱり市民にも知っていただく、

同じことはできませんけれども、そういう形をとることが必要ですし、過日、救急協力をしてくだ

さる先生から聞きましたら、難しい手術をしていろいろやっていくのは、それはそれで構わないけ

れども、心ないほんのわずかなことで来られたところを、たたき起こされて行くと、それで一番疲

れるというふうなこともあります。ですから、そういった実情を理解していただくということが、

大切だと思っておりますので、心がけていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

今まさにそういったお医者さんの立場でのいろんな実情も、市民がやっぱり知っていくべきだな

というふうに思いますので、ぜひ実施をしていただきたいと思います。 

続きまして、食育の方ですけども、今回このキッズキッチン１点に絞って質問させていただいて

る背景として、昨今、フリーターやニート、不登校、いじめ、切れる子供、ドラッグ、家族間によ

る凶悪な事件の頻発、またネットによるいろんな犯罪等が、子供から青年層で起こっております。

これらの現象は、さまざまな要因があると思いますが、生活習慣に原因があるのではないかという

ふうにも言われております。 

朝食を抜いたり偏食したり孤食、一人で食事をとることですけれども孤食であったり、食事以外

では、家庭内におけるコミュニケーションをとる工夫がされてないことも指摘されております。 

今は子供から青年層ばかりではなく、年齢的には大人であっても精神的に大人になれない大人が

多くなっているというふうにも思います。それは当たり前のことができない人がふえているとも言
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えます。 

教育の三原則に「教える」「やらせる」「して見せる」がありますが、これが家族間や職場の中

で、意外にできていないのではないかというふうに考えております。人材育成といって、ガーガー

言ってたたき込もうとしても逆に反発を買うだけで、ガーガー言えるようになるには、それなりの

信頼関係がなければ成り立ちません。 

そのようなことから家庭・学校・社会にわたって、当たり前のことを、みんなで当たり前のよう

に行う運動を通して、展開していきたいというふうに考えておりましたところ、今回、文教民生常

任委員会の方で、小浜市のキッズキッチンで、子供を通して大人が気づくことが非常に多いんだな

ということを学びました。 

いただいたレポートのまとめの中で、キッズキッチンでは幼児が大人に食の大切さを気づかせ、

家庭を変えていくという手応えを感じるとともに、地域外からの参加者もふえたことで、食育によ

る地域間交流も始まりました。また、ここ数年で市内の小学生の学力が県内トップになったことで、

成長期の子供たちに栽培や料理などの体験学習の機会を提供することの重要性や、その教育力を改

めて現場教師や保護者たちが感じ始めていますというふうに報告されております。要は、しっかり

とした成果が得られているというふうに書いてあります。 

そこで、いきなり小浜市と同様の取り組みをしてもらいたんですけども、さまざまな条件がある

ということで、手始めに、この小浜市の食のまちづくり課の政策専門員に中田さんという方がおら

れるんですけれども、この方をぜひ当市に招いていただいて、市長をはじめ理事者、また食育にか

かわるすべての職員から、活動報告なり成果等についての話を聞いていただける機会を設けていた

だいたらというふうに考えております。 

文教民生常任委員会の視察で説明を受けたんですけども、その説明にその職員の自負と言います

か、やる気からほとばしる熱と力を非常に感じたものですから、ぜひその人を通して小浜市の取り

組みを知っていただきたいと思うんですが、そういった形でできますでしょうか、ぜひやっていた

だきたいんですけども。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

本間総務企画部長。 〔総務企画部長 本間政一君登壇〕 

○総務企画部長（本間政一君） 

今回の定例会の一般質問の中では、食育の問題が多くの方から出されております。行政側もいろ

んな各部署では、いろんな取り組みをしてきたことを話をしてますが、総体的なまとめをすれば、

何らかの形では取り組んでいるというふうに認識をしております。 

今、議員から提案のありましたことにつきましては、それらのことをまとめる中で、どうするか

ということを検討させていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

その検討なんですけども、意外にやっぱり難しいものなんですかね。招聘して、皆さんでレクチ
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ャーを受けるというのは、いかがなもんなんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

本間総務企画部長。 〔総務企画部長 本間政一君登壇〕 

○総務企画部長（本間政一君） 

まず、相手があるわけでありますし、こちらがどういうことを聞きたいかということをまとめな

いと、一方的に先進地だから来てくださいよという話では、遠いところですので、いろんな面で経

費もかかるだろうし、それなりの成果を上げなきゃならんと思っていますので、そういう分析をし

なきゃならんと思っています。 

そういう職員間のいろんなところでの交流というのも必要なんだろうと思っていますが、やっぱ

りいろんな角度から情報を得る今は世の中になっていますので、そういうことも踏まえながら、や

はり検討させていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

ぜひ前向きな検討でお願いしたいと思います。 

小浜市に今回行って、私なりの特徴として５点ほどあるんですけども、やはり食のまちづくり条

例があるということで、これはもう本当に市長のリーダーシップによるたまものかなというふうに

思っております。 

２番目に、食のまちづくり課を創設している。そのことによって職員の意識が非常に高く、責任

感があるというふうに映りました。 

３番目に、御食国と言いまして、昔、京都に、天皇に対して食材を届けるという、そういう歴史

があるんですけども、そういう地域のプライドみたいなものがあるなというふうに感じました。 

あと４番目に、ちょっと何か仏教用語らしいんですけども身土不二と言って、その土地で生産さ

れるものを食べることが、最も体によいという理念があると、生命を大切にする哲学があるという

ことを感じました。 

あと５番目に、人間であれば生きていく上で必要不可欠である食を政策の中心に置くことで、す

べての市民に共通認識が得られていると、普遍性があるというふうな、この５点を特徴かなという

ふうに受けとめました。 

当市においても小浜市の特徴に負けず劣らずの、今の状況を満たせることができると私は思って

おりますので、手始めにと言うか、子供の料理教室をぜひ実現していただきたいなと思います。 

現場でキッズキッチンの場所を見させていただいたんですけども、子供用に作業台が低くできて

いて、本当に子供専用になるという形にとってあります。市内に１カ所そういう場所があれば、ど

の幼児も体験できるようになると思いますし、先ほどの成果報告でもあったように、効果は抜群に

よいというふうに思いますので、そのキッズキッチンができるような場所も含めた上で、前向きに

検討していただきたいと思いますが、最後に、その見解をお願いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

本間総務企画部長。 〔総務企画部長 本間政一君登壇〕 

○総務企画部長（本間政一君） 

議員はなかなか一生懸命に力説されておりますが、先ほどの答弁だと同じだと思っていますので、

よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

やらないというふうに受けとめたくないので、ぜひともよろしくお願いいたします。 

最後、ＡＥＤの設置についてであります。 

先ほどもご報告いただいたとおり、市のホームページにも現在施設設置が４６カ所、移動用３台、

貸し出し用が４台で、５３台設置されているというふうに伺いました。この設置数に関しては、各

自治体を見たときに設置率としては、非常に高いというふうに認識をしております。 

市長が３年計画であったものを前倒しして取り組んだ成果でありますし、評価もしております。

できれば、また公民館等の設置も一応考えていただきたいなというふうに思います。 

今回はＡＥＤの設置場所として、国体の男子ソフトボールで使われる球場をはじめ屋外施設への

対応について、ちょっと確認させていただきたいと思います。 

市のホームページの中で、６月１９日付だと思うんですけども、美山球場についてという市民か

らの質問に対する答えが出ておったんですけども、その中でＡＥＤにつきましても現在、美山管理

棟に１台設置されており、各種大会の際には利用しておりますが、さらに市内の体育施設全体に追

加設置を行う予定で、ことし８月には美山球場専用として１台設置する予定ですというふうに回答

がされてます。この美山球場専用の１台設置するという、その言葉の意味なんですけども、球場に

ずっと固定されているものなのか、管理棟にあるものを持ってくるというとらえ方でいいのか、そ

の点をちょっとお聞かせいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山岸生涯学習課長。 〔教育委員会教育次長生涯学習課長 山岸洋一君登壇〕 

○教育委員会教育次長生涯学習課長（山岸洋一君） 

お答えいたします。 

専用の意味合いは、屋外施設でありますので、それ専用に使いたいという意味合いで専用という

言葉を使わせていただきました。置いてある場所につきましては美山の管理棟、これは時点が違う

わけですが、今４台ということで対応をさせていただいております。 

なお、６月補正をさせていただきました機械９台につきましては、すべて携帯で持ち出せるタイ

プのものということであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 
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○２番（保坂 悟君） 

そのソフトボール関連で、能生の球場についてのＡＥＤの扱いというのは、どういった形になり

ますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山岸生涯学習課長。 〔教育委員会教育次長生涯学習課長 山岸洋一君登壇〕 

○教育委員会教育次長生涯学習課長（山岸洋一君） 

これにつきましても同様の考え方になりますけども、能生生涯学習係、能生事務所の中にござい

ますが、そこに２台携帯型のものを保管をしております。これはもちろん能生の球場もあるわけで

すが、Ｂ＆Ｇの海洋センタープール、それから能生の体育館、南能生体育館、それからテニスコー

トというような施設もあるということで、２台を配置をさせていただいておるということでありま

す。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

球場については、常時設置されることが理想なのかなと思うんですけども、利用頻度とかいろい

ろあれば持ち出し、貸し出し用になるのかなというふうには思います。 

ただ、その貸し出し用になる場合なんですけども、各種大会の開催日前日とか当日の朝に、来場

者の目にする場所と言うんですか、わかる場所に設置していただかないと、私としては意味がない

のかなと。いわゆる球場の入り口と言うんですか、スタンド型と言えばいいんですか、ＡＥＤを置

く場所と言うんですか、埋め込み式じゃなくても何かボックス型と言うんですかね、そういったも

のを置いていただいて、通られる方がわかるような、ＡＥＤがここにあるよということがわかるよ

うな、こういう対応というのはされているのか、それともされる予定があるのか、お聞かせいただ

きたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山岸生涯学習課長。 〔教育委員会教育次長生涯学習課長 山岸洋一君登壇〕 

○教育委員会教育次長生涯学習課長（山岸洋一君） 

お答えいたします。 

その件についても、実は市民の方からもいろいろ要望をいただき、うちの部内でもいろいろ検討

してみました。例えば今球場というお話ですけど、何かあったときにその機械を持ってきてあるん

だけども、どこにあるのかわからないというふうなことであったら、そこに配置をしておいたとい

うことの意味がないということでありまして、できましたら外の通路のところ、そこに何かうまい

台をつくって、常に球場が使われている場合には、ここにあるということを周知するということが

一番いいのではないかということで検討を進めておりましたが、高い位置に置いても非常に扱いづ

らいと。低い位置に置くと、あそこは通路ですから完全に頭が当たると。非常に具体的な話がござ

いまして、今置いている場所というのは通路のすぐ脇、ドアを開けたすぐの位置のところに、常に
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置いておくということで周知をさせていただき、球場が開いているときであれば、常にそこにＡＥ

Ｄがあるよということで周知をさせていただいております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

いろいろ検討された結果、そうなったというのであれば仕方ないのかなと思いますけども、同じ

ように陸上競技場とかグラウンドゴルフ場についても、恐らく使うときは貸し出し用になると思う

んですけども、そういった場合も大会に参加される方はもちろんなんですけども、見に来られてい

る方にでもわかるようにという意味で、何かわかるボックスみたいなものを、用意された方がいい

んじゃないかなというふうに思うんですけども、陸上競技場とかグラウンドゴルフ場に対しての対

応というのは、どういうふうになっていますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山岸生涯学習課長。 〔教育委員会教育次長生涯学習課長 山岸洋一君登壇〕 

○教育委員会教育次長生涯学習課長（山岸洋一君） 

お答えいたします。 

まず、大会等であれば大会本部のところに置いておくと。それから大会でなくても練習の段階で

も、貸していただきたいという要望をいただいております。それにつきましては、練習団体が荷物

等を整理をしているところに当然置いておるというふうに思っておりますし、部内でいろいろ検討

したときも結局それをどのように、グラウンドゴルフで言いますと、どこの一角のどこにあるんだ

ということのこの周知というのが、果たしてできるんだろうかどうかということでありまして、何

かそういうものについても当然のことながら、考えなきゃならんなというのが担当としてのもので

あったんですが、少しそれは難しいのかなと。全市民に何々の施設についてはここ、何々について

はここということを果たして周知できるのかなというのが、何しろ形の小さなものであるもんです

から、ちょっとこれからの検討ということにさせていただきたいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

大会があるときは人がおられるので、また放送なり何なりで案内していただくとか、工夫をして

いただきたいと思います。 

あともう１点、似たような課題なんですけど、市民総合体育館自体には、今、ＡＥＤを設置して

いただいていると思うんですけども、南側の相撲場と言うんですか、弓道場とか屋外という形にな

るかと思うんですけども、この大会開催時の対応は貸し出し用になると思うんですが、屋内に設置

してあるからよしとしないで、相撲場を使うときにはそれも持ち出し用というふうに、大会責任者

とかにはそういう指導と言うか、そういうのはされているのか、その点をお願いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（五十嵐健一郎君） 

山岸生涯学習課長。 〔教育委員会教育次長生涯学習課長 山岸洋一君登壇〕 

○教育委員会教育次長生涯学習課長（山岸洋一君） 

お答えいたします。 

大会等については、たまたま今、総合体育館のお話でございましたが、あくまでも美山の管理棟

のところに４台、移動系のものを配置してございますので、大会に当たっては、それらのうちの

１台を、大会本部の方に置いていただくということを原則にさせていただいております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

ちょっと屋外になると、いろいろ難しい点もあるんだなというふうに思いましたし、今回、この

ＡＥＤの設置場所を検証している中で思ったのは、相撲場を見たときには、現在当市では非常に相

撲の活躍が目覚ましいものがありますし、弓道についても熱心に活動報告をいただいたりしてるん

ですけども、雪国であるがゆえに、屋外の施設というよりも屋内施設で、ぜひ武道館みたいなもの

が必要なんではないかなと。今回このＡＥＤを通して感じました。 

昨年６月ですか、倉又議員の方でも一般質問をされておりましたし、市長も前向きな答弁をして

おったんですけども、財政難でありますけども、そういった屋外にあるよりは屋内の施設に、また

ＡＥＤの普及も当然なんですけども、スポーツ振興にまた力を注いでいただきたいということを、

一応要望だけさせていただきます。 

次、最後の設置場所の基準についてであります。 

施設内では人目につきやすい玄関や入り口、ホールにあることが自然だと思っております。しか

し、市のホームページに出てる設置場所一覧表を見ると、特に学校関係で渡り廊下、教務室、体育

館横倉庫、体育館横控室というのがありました。ほかの学校関係じゃなくて、事務室というのがあ

ったんですけども、それらの施設においては利用される方が一番わかる場所なのかなというふうに、

ちょっと疑問を持ったんですけども、そこに設置された理由とかがあれば教えていただきたいんで

すけども。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

黒坂教育総務課長。 〔教育委員会教育総務課長 黒坂系夫君登壇〕 

○教育委員会教育総務課長（黒坂系夫君） 

お答えをいたします。 

学校での設置場所ですが、実は先生方がおられると言いますか、子供たちがおるというときには、

基本的には保健室の方に置いて対応しておるというのが実態であります。体育館に近い場所にとい

うのは、やっぱり夜間開放とか休日の開放ということもございまして、そのことで２カ所に移動さ

せておるというのが実態でございます。 

ただ、今のホームページでの表示方法がちょっと開放の方にはわかりにくい、事務室ということ

になりますと、非常にわかりにくい部分もあるのかなということで、その点は確認をして、表示方
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法等を改善をする必要があるのかなというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

そこでということなんですけども、市民会館はそうなんですけど、施設の外からガラス越しに見

える場所はいいなあとは思うんですけども、見えない場所にある場合とかは、オレンジ色のＡＥＤ

がありますよという何かシール、入り口とか玄関に貼ってあると思うんですけども、あそこの下に

簡単な見取り図と言うか、屋内のここにありますよみたいな、そういった表示というのはつけれな

いものかなというふうに思ったんですけど、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

黒坂教育総務課長。 〔教育委員会教育総務課長 黒坂系夫君登壇〕 

○教育委員会教育総務課長（黒坂系夫君） 

学校では全体をちょっと確認しておらないんですが、そういう見取り図的なものをつけて表示し

ておるところもありますので、もし全校そういう点を確認をして、また利用しやすいような配慮も

していかなきゃならんと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

学校以外の施設でもフォッサマグナミュージアムだったかと思うんですけども入って右に、順路

として最初に、入り口の壁か何かに埋め込み式かなんかであったかなと思うんですが、あれも外か

ら見た人はわからないなというふうに思ったんで、そういったほかの施設についても改善できれば

なというふうに思うんですけど、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山岸文化振興課長。 〔教育委員会文化振興課長 山岸欽也君登壇〕 

○教育委員会文化振興課長（山岸欽也君） 

お答えいたします。 

議員ご指摘の点につきまして、いま一度内部で検討してみたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

あと、これもちょっと質問しにくいと言うか、ＡＥＤを進めている立場としてはちょっと言いに

くいんですけども、緊急時にガラスを割ってＡＥＤを取り出せるというふうに、一応させていただ

いておるんですけども、実際に取り出すときのことを考えると、割って取るというのが現実的に躊
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躇されるんじゃないかなという懸念がありまして、できれば割らないように屋内からでも屋外から

でも何か取れるような仕組みというのが、できればなあと思っているんですけども、そういったも

のは技術的にはちょっとどうなんでしょうか。もし検討されていれば、お伺いしたいと思いますが。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山岸生涯学習課長。 〔教育委員会教育次長生涯学習課長 山岸洋一君登壇〕 

○教育委員会教育次長生涯学習課長（山岸洋一君） 

基本的には６月補正で９台を増設してもらう前の考え方というのは、そんなような考え方を持っ

ておりました。 

それでかなり貸し出し用というものもその中に加えていただいて、大きな大会等については、そ

ういった緊急でも割って入らなくてもという考え方が基本的にはありますが、学校施設以外につい

ては、つまり社会体育施設については今まだその表示は、何が起きるかわからないということで、

今のところは何らかのことがあったらガラスを割ってでもいいから入って、それを使ってください

という表示をしております。 

学校については、その表示をしておりませんが、利用団体については何事かがあった場合には、

いかなる手段であっても、そこへ侵入してＡＥＤを使ってくださいということについてはまだして

おるところであります。 

今のご提案の、中からも外からも何らかの形でのそういったものというのは、少し研究をしてみ

たいと思いますが、今この場で言われたことでございますので、私としてもちょっとこれという案

は持っておりませんので、いろいろ検討はしてみたいとは思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

私も具体的な方法というのは、ちょっと検討がつかなかったんで、ちょっとあいまいな質問で申

しわけなかったんですけども、ぜひ検討していただきたいと思います。 

最後になります。全部の施設のＡＥＤの設置場所を確認したわけではないんですけども、ＡＥＤ

については子供でも取り扱える機械というふうに私は認識しておりまして、あまり高い位置に設置

してある場所というのは、ちょっと困るかなと思うんですけども、基本的には子供でも取れるよう

な高さの設置になっているかどうか、お尋ねしたいんですが。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

山岸生涯学習課長。 〔教育委員会教育次長生涯学習課長 山岸洋一君登壇〕 

○教育委員会教育次長生涯学習課長（山岸洋一君） 

高さの問題でございますが、基本的には子供と言っても中学生、高校生という範疇まで入れれば

ということがありますが、基本的にはＡＥＤを使うということについては、全くの知識がない。そ

ういった人に対して手当をするというか、ＡＥＤを使うということは考えておりませんので、基本

的には、小さな子の手が届くというところまでの配慮がない場所もあろうかと思っております。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（五十嵐健一郎君） 

保坂議員。 

○２番（保坂 悟君） 

年齢がどのぐらいというのは、なかなか難しい線引きかなとは思うんですけども、子供であって

もこういう講習とか、そういうものがあるということを、また認識させていくことも大事かなと思

いますし、今ここでお話があったとおり、実際そのとおりだと思います。持って運べるわけですか

ら、そういった命を大切にしていくということで、こういう機器類があるということも、ぜひ小さ

な子供であっても認識していっていただきたいなというふうに最後に要望して、私の一般質問を終

わります。 

○議長（五十嵐健一郎君） 

以上で、保坂議員の質問が終わりました。 

本日はこれにてとどめ、延会といたします。 

大変ご苦労さまでした。 

 

〈午後４時１５分 延会〉 
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